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＜参考＞

１．国際勧告等との関連

　本標準は、１９９３年３月の世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ－９３）において承認されたＩＴＵ－

Ｔ勧告Ｘ．３０に準拠したものである。

（注）本文中の“ＣＣＩＴＴ”の記述は、１９９３年３月の世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ－９

３）の結果を受けて、

・ＣＣＩＴＴ勧告については、ＩＴＵ－Ｔ勧告

・ＣＣＩＴＴの組織については、ＩＴＵ－ＴＳ

・１９９３年３月のＣＣＩＴＴ総会については、世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ－９３）

と読み換えてください。

２．上記勧告等に関する追加事項等

2.1　オプション選択項目

　な　し

2.2　ナショナルマター項目

　な　し

2.3　その他

 (1) 　ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．３０では３章においてターミナルアダプタ（ＴＡ）のテストループについて

記述している。しかし、手順等については明確でなく、現状では実現方法を確定できないとの判断

から、本節は本標準の本文からは除き付録（付録Ⅲ）とした。

 (2) 　ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．３０ではＸ．２１およびＸ．２１bis、Ｘ．２０bisＤＴＥをサポートしている。

しかし、Ｘ．２１bis とＸ．２０bisＤＴＥのＶシリーズインタフェースのサポートについては継続検

討課題が多いとの判断から、本標準ではＸ．２１bis とＸ．２０bis に基づくＤＴＥのＩＳＤＮへの収

容については標準ＪＴ－Ｖ１１０による電気的、機械的特性の変換、速度整合、データ転送フェー

ズの開始、終了に伴うエンド・エンドの同期確立の適用を推奨する。
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2.4 ＣＣＩＴＴ勧告との章立て構成比較表 

 上記国際勧告との章立て構成の相違を次表に示す。 

 

本 標 準 ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ.３０ 備   考 

本標準の規定範囲 まえがき  

１章  参照構成 １章  

２章  端末整合機能 ２章  

 ３章 本文から削除し、付録（付

録Ⅲ）とした。 

付属資料Ａ ＡＮＮＥＸ  Ａ  

付録Ⅰ ＡＰＰＥＮＤＩＸ  Ⅰ  

付録Ⅱ ＡＰＰＥＮＤＩＸ  Ⅱ  

付録Ⅲ          ＣＣＩＴＴ勧告  ３章 

 

 

３．改版の履歴 
 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

第１版   平成  元年  ４月２８日 制  定 

第２版   平成  ２年  ４月２５日 誤記訂正及び表現の適正化等 

第３版   平成  ５年  ４月２７日 対応する国際標準の標準化作業進展による改版 

 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 
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５．その他 
 (1)  選択肢のある項目の規定 

 標準ＪＴ－Ｘ３０のサービスを満足するために、以下に示す選択肢のある主な項目において、少な

くとも一つの選択肢を選択することができる。但し、網を経由して本標準に準拠したデータ通信をす

る場合において、各々が採用した選択肢の整合性を確認する必要がある。 

 

選択肢のある項目一覧 記号 Ｅ：必須 

Ｏ：オプション 

Ａ：二者択一またはどちらも選択可能 

 
 

項番 
項   目 

（本文参照箇所） 

 

選  択  肢 
選択肢 

の関係 

 

備  考 

１ バイトタイミングの提

供 

（2.1.1.2.3 節) 

① X.21 の相互接続回路Ｂを提供しない 

② X.21 の相互接続回路Ｂを提供する 

Ｅ 

Ｏ 

 

２ 網独立クロック 

（表 2-1/JT-X30 注４） 

①網独立クロックをサポートしない 

②網独立クロックをサポートする 

Ｅ 

Ｏ 

 

３ 同期ユーザ速度の識別

（表 2-1/JT-X30 注５） 

①標準 JT-Q931 に従う呼設定メッセージの

  低位レイヤ整合性情報要素から識別する

②中間速度と E1,E2,E3 ビットにより同期 

 速度の識別をする 

Ｅ 

 

Ｏ 

 

４ X.21 インタフェースで

の呼の衝突 

（2.1.6.1.1 節) 

①発呼優先処理をする 

②着呼優先処理をする 

Ａ  

５ 発呼時の呼設定メッ

セージに交換機が応答

しない場合の処理手順 

（2.1.6.4 節) 

①Ｔ２（X.21) のタイムアウトにより切断 

 復旧手順をする 

②Ｔ３０３（JT-Q931)のタイムアウトによ 

 り切断復旧手順をする 

Ａ T2=20 秒 

 

T303=4 秒 

６ 国内における X.1 ユー

ザ速度 48kbit/s でのビッ

トＸの使用法 

(2.2.1 節の（注)) 

①ビットＸを１に設定する 

②ビットＸを他の目的に使用する 

Ａ  

７ 同期パターンを受信で

きない場合のデータ転

送の開始 

（2.3.4.1 節) 

①タイマθｘ，θｙのタイムアウトにより

 データ転送フェーズに入る 

②タイマθｘ，θｙのタイムアウト以前に

 データ転送フェーズに入る 

Ａ 64kbit/s 暫定値  

θｘ＝１秒 

θｙ＝２秒 

８ フロー制御 

（2.4.2 節) 

①フロー制御を提供しない 

②フロー制御を提供する 

Ｅ 

Ｏ 
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　 (2) 　継続検討中の項目

継続検討中の項目一覧

項番
項　　　目

（本文参照箇所）
内　　　　　　　　　容

１ インタワーク

（1.3 節)

X.21bis の半二重動作

２ プロトコルのマッピング

（2.1.2.2 節)

X.21bis/JT-Q931 プロトコルのマッピング

３ 呼の衝突

（2.1.6.1 節)

X.21bis,X.20bis インタフェースにおける呼の衝突時の処理手順

４ 速度識別手順

（2.3.1 節)

汎用ＴＡにおける 64kbit/s の速度識別手順

５ アラーム表示信号

（2.3.1 節)

アラーム表示信号（ＡＩＳ）とＤチャネル信号の関係

６ レディフォーデータ整合

（2.3.4 節)

タイマθｘ(暫定値θｘ＝１秒)とタイマθｙ(暫定値θｙ＝２秒）

の値

７ X.21 の拡張アドレス手順

（付図 A-2/JT-X30)

X.21 の拡張アドレス手順の提供

 (3) 　本標準と標準ＪＴ－Ｖ１１０との関係

　本標準の参考の２．３節の (2)でＸ．２１bis とＸ．２０bis に基づくＤＴＥのＩＳＤＮへの収容に

ついては標準ＪＴ－Ｖ１１０の適用を推奨しているが、Ｘ．２１bis またはＸ．２０bisＤＴＥを収容

するＴＡ（Ｘ．３０）とＶシリーズＤＴＥを収容するＴＡ（Ｖ．１１０）とのインタワーク時の半

二重動作および相互接続回路のマッピングについては今後の検討を要する。

 (4) 　本標準をＤチャネル呼制御メッセージ上で表示する方法

　標準ＪＴ－Ｑ９３１で規定されている情報要素（伝達能力、低位レイヤ整合性）を用いて本標準

を具体的に表示する方法については標準ＪＴ－Ｑ９３１補遺（レイヤ３の使用方法の明確化）を参

照。

 (5) 　参照する主な勧告、標準等

(ⅰ) 　ＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｉ４３０、ＪＴ－Ｑ９２１、ＪＴ－Ｑ９３１

ＪＴ－Ｉ４６０、ＪＴ－Ｖ１１０

(ⅱ) 　ＣＣＩＴＴ勧告

Ｘ．２０bis、Ｘ．２１、Ｘ．２１bis

Ｘ．１、Ｘ．２４、Ｖ．１４、Ｖ．２４
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本標準の規定範囲

 ＣＣＩＴＴでは本標準のベースとなる勧告Ｘ．３０
１）

の規定にあたって、以下のことを考慮している。

 (a) 　総合ディジタル通信網（ＩＳＤＮ）は、勧告Ｉ．４１１に記述されている参照構成に従って、加

入者端末を接続するための汎用インタフェースを提供する。

 (b) 　しかしながら、ＩＳＤＮの発展段階においては、ＩＳＤＮに接続されるべき勧告Ｘ．２１及びＸ．

２１bis、Ｘ．２０bis に準拠したＤＴＥが相当期間存在する。

 (c) 　Ｄチャネル信号プロトコルは勧告Ｉ．４３０、Ｑ．９２０、Ｑ．９２１、Ｑ．９３０及びＱ．９

３１に記述されている。

 (d) 　Ｘ．２１bisＤＴＥはＶシリーズＤＴＥの発展したものであり、ＰＤＮサービスを介してＸ．２１

ＤＴＥとインタワークする機能を備え、網が提供する信号エレメントタイミングを使用し、Ｘ．２

１呼制御プロトコルに従った固有の呼制御機能を持っている
２）

。

 (e) 　Ｘ．２０bisＤＴＥはＶシリーズＤＴＥの発展したものであり、非同期モードで動作し、Ｘ．２０

呼制御プロトコルに従った呼制御機能を持っている。

 これらに基づきＴＴＣは本標準の適用を以下のように規定する。

 (1) 　本標準は回線交換または専用回線サービスを運用するＩＳＤＮに、ユーザサービスクラス３から

７までと１９のＸ．２１及びＸ．２１bis 端末を接続する場合に適用する。

 (2) 　本標準は、また、ユーザサービスクラス１、２、１４、１５、１６、１７及び１８のＸ．２０bis

端末を接続する場合にも適用する。

 (3) 　本標準の１節の参照構成を適用しなければならない。

 (4) 　Ｘ．２１、Ｘ．２１bis 及び／またはＸ．２０bisＤＴＥをサポートするための端末アダプタ（Ｔ

Ａ）機能は以下の機能を有し、２節に概説しているように実現しなければならない。

－速度整合機能

－呼設定機能

－マッピング機能

－レディフォーデータ整合

  

（注１）本勧告はＩシリーズ勧告にＩ．４６１としても含まれている。

（注２）勧告Ｖ．１１０参照。

 (5) 　本標準はその適用範囲として、ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースに既存端末を接続するために

必要となる速度整合上の要求条件をカバーするものであり、異なるビット速度の端末間の相互動作

を行うために必要となるビット速度変換（ＩＳＤＮ－ＣＳＰＤＮインタワーク）に関する要求条件

は包含しない。
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１．参照構成

図１－１／ＪＴ－Ｘ３０及び図１－２／ＪＴ－Ｘ３０は接続構成の例であり、ＴＡ機能を記述している

２節の理解を助ける目的で示している。

1.1　ユーザアクセス構成

図１－１／ＪＴ－Ｘ３０はＸ．２１またはＸ．２１bis、Ｘ．２０bisＤＴＥをＩＳＤＮに接続する場合

に考えられる参照構成を示している。

（注１）ＩＳＤＮ参照構成については標準ＪＴ－Ｉ４３０を参照。

（注２）ＩＳＤＮのＤチャネル信号プロトコルは標準ＪＴ－Ｑ９２１及びＪＴ－Ｑ９３１に記述されて

いる。

図１－１／ＪＴ－Ｘ３０　ユーザアクセス構成例

 (CCITT X.30)

ET

ＴＡ：端末アダプタ

ＮＴ：網終端

ＥＴ：交換機終端

X.21/X.21bis/X.20bis

TA

TA

TA

S

S

TS

NT1NT2

X.21/X.21bis/X.20bis

X.21/X.21bis/X.20bis
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1.2　網構成

端末整合機能の仕様については、図１－２／ＪＴ－Ｘ３０に示す網構成とエンド・エンドの接続タイプ

を考慮している。この図には関連する端末装置ＴＥ１とＴＥ２が含まれている。

このシナリオについてのＴＡ機能を２節に述べる。

図１－２／ＪＴ－Ｘ３０　網とのインタワーク構成例

(CCITT X.30)

IWF：インタワーク機能

ISDN

DTE

回線交換公衆データ網

あるいは公衆交換電話網

TE1

TE2 TA S,T

X.21
X.21bis
X.20bis

TA TE2

ST X.21
X.21bis
X.20bis

IWF

DTE

S,T



ＪＴ－Ｘ３０ - 4 -

端末ＴＥ１およびＴＥ２は物理的にも論理的にもＩＳＤＮに接続され、そこで呼は処理される。

ＴＡは必要となる速度整合、Ｘ．２１信号から標準ＪＴ－Ｑ９３１信号への信号変換及びその逆（Ｘ．

２１マッピング）、レディフォーデータ整合を行う。既存網、例えばＣＳＰＤＮとのインタワークはイン

タワーク機能（ＩＷＦ）を用いることにより中継回線の相互接続に基づいて提供されるだろう。

次の原則を適用しなければならない。

(ⅰ) 　ＩＳＤＮでの非音声サービスは、Ｘシリーズ勧告で展開されたものから基本的には逸脱すべきで

はない。これは、サービス品質、ユーザファシリティ、コールプログレス信号（Ｘシリーズ勧告参

照、例えばＸ．２及びＸ．９６）に関する様々の点についてあてはまることである。しかしながら、

新しいＩＳＤＮユーザ機能（例えば、複数端末の収容、６４kbit/s のユーザ速度、整合性確認手段

の実現及び同時マルチメディアへのアクセス）を考慮するならば、既存の機能は拡張され、また新

しい機能も開発されるであろう。

(ⅱ) 　Ｘ．２１に基づくサービスのＩＳＤＮへの統合については、ユーザサービスクラス３から７まで

及び１９に適用する。また、Ｘ．２０bis に基づいたサービスのＩＳＤＮへの統合についてはユー

ザサービスクラス１、２、１４、１５、１６、１７及び１８に適用する。

(ⅲ) 　ＩＳＤＮに接続された端末ＴＥ１及びＴＥ２はＩＳＤＮ番号計画（勧告Ｅ．１６４参照）を使用

しなければならない。
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1.3　インタワーク形態

本標準がＸ．２１端末アダプタ（ＴＡ　Ｘ．２１）及びＸ．２１bis 端末アダプタ（ＴＡ　Ｘ．２１

bis）、Ｘ．２０bis 端末アダプタ（ＴＡ　Ｘ．２０bis）で実現される機能を規定するものであることを念

頭におくと、これらのＴＡとＣＳＰＤＮ及びＰＳＴＮに接続されているＤＴＥとの間のインタワークとし

て以下の形態が考えられる。

(a) 　ユーザサービスクラス３から７まで

(1)　ＴＡ　Ｘ．２１ ……………　ＴＡ　Ｘ．２１

(2)　ＴＡ　Ｘ．２１ ……………　ＴＡ　Ｘ．２１bis

(3)　ＴＡ　Ｘ．２１bis ……………　ＴＡ　Ｘ．２１bis

(4)　ＴＡ　Ｘ．２１ ……………　ＤＴＥ　Ｘ．２１

(5)　ＴＡ　Ｘ．２１ ……………　ＤＴＥ　Ｘ．２１bis

(6)　ＴＡ　Ｘ．２１ ……………　ＶシリーズＤＴＥ

(7)　ＴＡ　Ｘ．２１bis ……………　ＤＴＥ　Ｘ．２１

(8)　ＴＡ　Ｘ．２１bis ……………　ＤＴＥ　Ｘ．２１bis

(9)　ＴＡ　Ｘ．２１bis ……………　ＶシリーズＤＴＥ

(b) 　ユーザサービスクラス１９

(10)　ＴＡ　Ｘ．２１ ……………　ＴＡ　Ｘ．２１

(11)　ＴＡ　Ｘ．２１ ……………　ＴＡ　Ｘ．２１bis

(12)　ＴＡ　Ｘ．２１bis ……………　ＴＡ　Ｘ．２１bis

(13)　ＴＡ　Ｘ．２１ ……………　ＴＥ１　（Ｓ／Ｔ参照点）

(14)　ＴＡ　Ｘ．２１bis ……………　ＴＥ１　（Ｓ／Ｔ参照点）

(c) 　ユーザサービスクラス１、２、１４、１５、１６、１７及び１８

(15)　ＴＡ　Ｘ．２０bis ……………　ＴＡ　Ｘ．２０bis

(16)　ＴＡ　Ｘ．２０bis ……………　ＤＴＥ　Ｘ．２０bis

(17)　ＴＡ　Ｘ．２０bis ……………　ＶシリーズＤＴＥ

（注１）本標準は上記に挙げたようなインタワークを行う際に必要なＴＡ機能をすべて包含することを

意図している。現在のところ、本標準はＩＳＤＮおよびＣＳＰＤＮに接続されたＤＴＥ間のイ

ンタワークに必要なＴＡ機能を以下に示す例外を除いて全て記述している。

(1)　Ｘ．２１bis の場合のみ、ダイレクトコールの呼制御手順を明確な形で記述している

が、Ｘ．２１bis 及びＸ．２０bis の他のインタフェース手順について除外しているわけではな

い。

(2)　Ｘ．２１bis の半二重モード動作については継続検討課題である。

これは、上記の接続で少なくとも１つのＸ．２１bis あるいはＸ．２０bis 端末が含まれるすべ

ての形態にあてはまる。インタワーク機能との整合については関連勧告あるいは標準が整った

時点で必要になるであろう。

（注２）上述のインタワーク形態の１－１７において、ＴＡ　Ｘ．２１bis 及びＴＡＸ．２０bis で提供

される機能とＴＡ　Ｖ．１１０で提供される機能は互換性を有するべきである。
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２．端末整合機能

Ｘ．２１、Ｘ．２１bis 及び／またはＸ．２０bisＤＴＥをサポートするための端末整合機能は以下の３

つの機能に分けられる。

－速度整合機能

－呼制御のためのＸ．２１／ＪＴ－Ｑ９３１マッピング機能

－レディフォーデータ整合

　ある主官庁は、勧告Ｘ．１のユーザサービスクラス毎に別々のＴＡを、あるいはいくつかのユーザサー

ビスクラスをサポートするＴＡを提供するかもしなれい。またある主官庁は、３から７まで、または１９、

もしくは１、２、１４、１５、１６、１７及び１８のすべてのユーザサービスクラスをサポートする汎用

のＴＡを提供するかもしれない。

2.1　Ｘ．１ユーザサービスクラス３から６までに従うＤＴＥのための端末整合機能

2.1.1　速度整合機能

2.1.1.1　概　説

ＴＡにおける速度整合機能を図２－１／ＪＴ－Ｘ３０に示す。ＲＡ１機能はＸ．１ユーザ速度を２
ｋ　

×

８kbit/s（ｋ＝０または１）で表わされるより高い速度に変換する。ＲＡ２は６４kbit/s への２番目の変換

を行う。

図２－１／ＪＴ－Ｘ３０

(CCITT X.30)

Ｘ.１

Ｒ Ｓ，Ｔ
ＲＡ１ ＲＡ２

ステップ１ ステップ２

64kbit/s

82 ×k

82 ×k

kbit/s

kbit/s

ＴＡ

X.21/X.21bis
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2.1.1.2　Ｘ．１速度から８／１６kbit/s の中間速度への第１段階の速度整合（ＲＡ１）

2.1.1.2.1　フレーム構成

ユーザサービスクラス３、４、５から８kbit/s へ、及びユーザサービスクラス６から１６kbit/s へのＸ．

１速度の変換は図２－２／ＪＴ－Ｘ３０で示される４０ビットフレーム構成方法によって実現されなけれ

ばならない。

ビット番号

オクテット番号

1 2 3 4 5 6 7 8

奇数フレーム 0 0 0 0 0 0 0 0 オクテット０

偶数フレーム 1 E1 E2 E3 E4 E5 E6 E7

 オクテット１ 1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 SQ

 オクテット２ 1 P7 P8 Q1 Q2 Q3 Q4 X

 オクテット３ 1 Q5 Q6 Q7 Q8 R1 R2 SR

 オクテット４ 1 R3 R4 R5 R6 R7 R8 SP

図２－２／ＪＴ－Ｘ３０

(CCITT X.30)

図２－２／ＪＴ－Ｘ３０は基本フレーム構成を示すほかに、２フレームのマルチフレームが用いられる

ことを示している。奇数フレームではオクテット０はすべて０であるのに対し、偶数フレームではオク

テット０は１つの１とそれに続く７つのＥビットから構成される（2.1.1.2.4 節参照）。４０ビットフレー

ムのビットは左から右、及び上から下の順序で送出される。

2.1.1.2.2　フレーム同期

１７ビットのフレーム同期パターンは、８０ビット長いマルチフレームの奇数フレームのオクテット０

の８ビットすべて（０に設定）とそれに続く９オクテットそれぞれのビット１（１に設定）から構成され

ている（2.1.1.4.2 節参照）。オクテット０の最初のビットは連続するフレームにおいて１と０を交互に繰

り返し、マルチフレーム用同期を提供する。
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2.1.1.2.3　状態ビットＳＰ、ＳＱ、ＳＲ及びＸ

ＳＰ、ＳＱ、ＳＲ及びＸビットは状態情報に関連するチャネルを伝達するのに用いる。

Ｘ．２１インタフェースの回路Ｃの情報をＳビット及び相手側インタフェースの回路Ｉへのマッピング

については、ＳＰ、ＳＱ、ＳＲビットをＰ、Ｑ、Ｒのビットグループに関連させる方法で行うべきである。

正しく、確実な動作を保証するため、マッピング方法は勧告Ｘ．２１とＸ．２４に合致しなければならな

い。

マッピング方法は次のとおりである。

 (1) 　Ｘ．２１のバイトタイミングの相互接続回路Ｂを提供しない場合、ビットグループＰ、Ｑ、Ｒの

状態ビットＳＰ、ＳＱ、ＳＲは前のビットグループそれぞれの８ビット目の中間で回路Ｃをサンプ

リングすることにより値を求めることができる。他方、状態ビットＳＰ、ＳＱ、ＳＲの状態は回路

Ｒ上のビットグループＲ、Ｐ、Ｑのそれぞれの８ビット目からそれに続くビットグループＰ、Ｑ、

Ｒの１ビット目への変化点で回路Ｉに伝えられる（図２－３／ＪＴ－Ｘ３０参照）。

 (2) 　Ｘ．２１のバイトタイミングの相互接続回路Ｂをキャラクタ同期用に提供する場合、回路Ｃは前

のキャラクタのビット８といっしょにサンプリングされ、回路Ｉは回路Ｒの前後のキャラクタ間の

境界で状態を変える。本動作は勧告Ｘ．２４で規定されている。

（注１）勧告Ｘ．２１によるとバイトタイミングの相互接続回路Ｂの提供は必須ではない。

（注２）データ転送フェーズの間、状態ビットをＴＡ　Ｘ．２１bis とＴＡ　Ｘ．２１またはＴＡ　Ｘ．

２１bis 間の半二重動作のための情報を伝送するのに用いてもよい。（即ち、ＴＡ　Ｘ．２１

の回路ＣあるいはＴＡ　Ｘ．２１bis の回路１０５の状態を相手側ＴＡ　Ｘ．２１bis の回路１

０９の状態へのマッピング、ＴＡ　Ｘ．２１bis の回路１０５の状態を相手側ＴＡ　Ｘ．２１

の回路Ｉの状態へマッピングである。）

（注３）ビットＳＰ、ＳＱ、ＳＲ及びＸに関して、０はＯＮ状態であることを示し、１はＯＦＦ状態で

あることを示す。

（注４）Ｓ及びＸビットは他の目的にも用いられる。例えば、データ転送状態に出入りする時の同期化

のために、標準ＪＴ－Ｖ１１０　2.1.2.3 節参照。
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図２－３／ＪＴ－Ｘ３０　状態情報ビットストリームへのマッピング

(CCITT X.30)
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2.1.1.2.4　付加信号機能（Ｅビット）

Ｅビットはユーザ速度に関する情報を伝達するための付加信号機能を提供する。

これらのビットのコーディングを表２－１／ＪＴ－Ｘ３０に示す。

表２－１／ＪＴ－Ｘ３０

(CCITT X.30)

ユーザ速度（bit/s) E1 E2 E3 E4 E5 E6 E7

600 １ ０ ０ Ｘ Ｘ Ｘ ０または１（注１）

2400 １ １ ０ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

4800 ０ １ １ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

9600 ０ １ １ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

Ｘは今後の使用のために予約されている予備ビットを示し、１に設定すべきである。

（注１）６００bit/s ユーザ速度に対しては、Ｅ７は８×４０ビットフレームグループの同期が可能なよ

うにコーディングする。このため、フレームグループの最後の４０ビットフレームのＥ７は０

に設定する

（2.1.1.2.6 節と図２－４ａ／ＪＴ－Ｘ３０参照）

（注２）同じコーディングの異なるユーザ速度は異なる中間速度により区別できる。

（注３）ユーザ速度のコーディングは標準ＪＴ－Ｖ１１０で標準化されたＴＡ用に規定されたユーザ速

度も提供する。

（注４）Ｅ４からＥ６ビットは、標準ＪＴ－Ｖ１１０に述べられている網独立クロック情報伝達のため

に用いられているかもしれないことに注意すべきである。

（注５） 非同期速度情報は標準ＪＴ－Ｑ９３１信号を使用して決定すべきである。同期速度情報は中間

速度とＥ１、Ｅ２、Ｅ３ビットを使用して決定してもよい。

2.1.1.2.5　データビット

データはＰ、Ｑ、Ｒビット、即ち、フレーム当り２４ビットで転送される。

2.1.1.2.6　繰り返し法

ユーザ速度６００、２４００、４８００bit/s から８kbit/s の中間速度への整合と９６００bit/s ユーザ速

度から１６kbit/s の中間速度への整合について、奇数番目と偶数番目のフレームのオクテット０のシーケ

ンスは図２－４／ＪＴ－Ｘ３０で規定されているように保たれなければならない。

短時間の伝送遅延とフレーム同期確立を達成するため、ユーザビット繰り返し法を提案する。図２－４

ａ／ＪＴ－Ｘ３０と図２－４ｂ／ＪＴ－Ｘ３０は６００bit/s ユーザ速度と２４００bit/s ユーザ速度を８

kbit/s 中間速度にそれぞれ整合させる方法を示している。図２－４ｃ／ＪＴ－Ｘ３０と図２－４ｄ／ＪＴ

－Ｘ３０は４８００bit/s ユーザ速度から８kbit/s 中間速度への整合と９６００bit/s ユーザ速度から１６

kbit/s 中間速度への整合を示している。
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2.1.1.3　速度整合の第２段階（ＲＡ２）

単一サブストリーム（８／１６kbit/s）から６４kbit/s への速度整合と複数のサブストリームから６４

kbit/s への多重化は、相互接続できるために互換性がなければならないので、速度整合の第２段階とサブ

チャネルの多重化に対して共通の方法が必要である。このことについては標準ＪＴ－Ｉ４６０で述べられ

ている。

2.1.1.4　同期確立／再同期確立の方法とユーザ速度識別

同期確立／再同期確立の方法とユーザ速度識別については次の方法を用いる。
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0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 P1 P1 P1 P1 P1 P1 SP 1 P1 P1 P2 P2 P3 P3 SP

1 P1 P1 P2 P2 P2 P2 X 1 P4 P4 P5 P5 P6 P6 X

1 P2 P2 P2 P2 P3 P3 SP 1 P7 P7 P8 P8 Q1 Q1 SQ

1 P3 P3 P3 P3 P3 P3 SP 1 Q2 Q2 Q3 Q3 Q4 Q4 SQ

1 1 0 0 E4 E5 E6 1 1 1 1 0 E4 E5 E6 E7

1 P4 P4 P4 P4 P4 P4 SP 1 Q5 Q5 Q6 Q6 Q7 Q7 SR

1 P4 P4 P5 P5 P5 P5 X 1 Q8 Q8 R1 R1 R2 R2 X

1 P5 P5 P5 P5 P6 P6 SP 1 R3 R3 R4 R4 R5 R5 SR

1 P6 P6 P6 P6 P6 P6 SP 1 R6 R6 R7 R7 R8 R8 SP

0 0 0 0 0 0 0 0 図 2-4b/JT-X30

1 P7 P7 P7 P7 P7 P7 SP (CCITT X.30)

1 P7 P7 P8 P8 P8 P8 X 2400bit/s ユーザ速度から

1 P8 P8 P8 P8 Q1 Q1 SQ 8kbit/s 中間速度への整合

1 Q1 Q1 Q1 Q1 Q1 Q1 SQ

1 1 0 0 E4 E5 E6 1 0 0 0 0 0 0 0 0

1 Q2 Q2 Q2 Q2 Q2 Q2 SQ 1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 SQ

1 Q2 Q2 Q3 Q3 Q3 Q3 X 1 P7 P8 Q1 Q2 Q3 Q4 X

1 Q3 Q3 Q3 Q3 Q4 Q4 SQ 1 Q5 Q6 Q7 Q8 R1 R2 SR

1 Q4 Q4 Q4 Q4 Q4 Q4 SQ 1 R3 R4 R5 R6 R7 R8 SP

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 E4 E5 E6 E7

1 Q5 Q5 Q5 Q5 Q5 Q5 SQ 1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 SQ

1 Q5 Q5 Q6 Q6 Q6 Q6 X 1 P7 P8 Q1 Q2 Q3 Q4 X

1 Q6 Q6 Q6 Q6 Q7 Q7 SQ 1 Q5 Q6 Q7 Q8 R1 R2 SR

1 Q7 Q7 Q7 Q7 Q7 Q7 SQ 1 R3 R4 R5 R6 R7 R8 SP

1 1 0 0 E4 E5 E6 1

1 Q8 Q8 Q8 Q8 Q8 Q8 SR

1 Q8 Q8 R1 R1 R1 R1 X

1 R1 R1 R1 R1 R2 R2 SR

図 2-4c/JT-X30

(CCITT X.30)

4800bit/s ユーザ速度から

8kbit/s 中間速度への整合

1 R2 R2 R2 R2 R2 R2 SR

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 R3 R3 R3 R3 R3 R3 SR 1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 SQ

1 R3 R3 R4 R4 R4 R4 X 1 P7 P8 Q1 Q2 Q3 Q4 X

1 R4 R4 R4 R4 R5 R5 SR 1 Q5 Q6 Q7 Q8 R1 R2 SR

1 R5 R5 R5 R5 R5 R5 SR 1 R3 R4 R5 R6 R7 R8 SP

1 1 0 0 E4 E5 E6 0 1 0 1 1 E4 E5 E6 E7

1 R6 R6 R6 R6 R6 R6 SR 1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 SQ

1 R6 R6 R7 R7 R7 R7 X 1 P7 P8 Q1 Q2 Q3 Q4 X

1 R7 R7 R7 R7 R8 R8 SR 1 Q5 Q6 Q7 Q8 R1 R2 SR

1 R8 R8 R8 R8 R8 R8 SP 1 R3 R4 R5 R6 R7 R8 SP

図 2-4a/JT-X30

(CCITT X.30)

600bit/s ユーザ速度から

8kbit/s 中間速度への整合

図 2-4d/JT-X30

(CCITT X.30)

9600bit/s ユーザ速度から

16kbit/s 中間速度への整合
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2.1.1.4.1　フレーム同期の検出

次の１７ビット同期パターンを検出する。

00000000 1XXXXXXX 1XXXXXXX 1XXXXXXX 1XXXXXXX

1XXXXXXX 1XXXXXXX 1XXXXXXX 1XXXXXXX 1XXXXXXX

定義されているビット位置においてエラーは許されない（即ち、Ｘという記号で示されている位置以外

のすべてのビット位置）。

信頼できる同期を保証するために、連続するフレームの中に少なくとも２回の１７ビット同期パターン

を検出することを提案する。Ｘ．１ユーザサービスクラス３(６００bit/s)の場合、さらにビット位置Ｅ７

に含まれるフレームグループ同期パターンの検出を行わなければならない。

2.1.1.4.2　同期の監視／回復

同期の監視は初期の検出手順と同様の手順を連続した処理でなければならない。

同期外れは、それぞれが少なくとも１つの同期ビットエラーをもつ３個の連続したマルチフレームを検

出した後と考える。

同期外れのあと、ＴＡは回復待ち状態に入らなければならない。そしてそれはＸ．２１インタフェース

の（ｒ＝１，ｉ＝ＯＮ）によって表示される送信フレームのビットＸをＯＦＦに設定しなければならない。

もし、同期が回復するとｒとｉは受信したフレームのデータ、状態情報のそれぞれを再び表示する。送

信フレームのビットＸはＯＮ状態でなければならない。

もし、同期の回復が一定時間内に行われないならば、ＴＡは（ｒ＝０，ｉ＝ＯＦＦ）の信号を送出して

“ＤＣＥノットレディ”（状態２２）を表示しなければならない。この時間は網に依存している（勧告Ｘ．

２１の 2.6.2 節参照）。回線交換サービスの場合は接続の切断に至る。

Ｘ．２１bis　ＴＡの場合、標準ＪＴ－Ｖ１１０の４章の信号手順を使用すべきである。

2.1.1.4.3　中間速度の識別

基本的な方法として、中間速度は標準ＪＴ－Ｑ９３１の「呼設定」(SETUP) メッセージに含まれるＸ．

１ユーザ速度から導き出される。

別の方法として、中間速度は単にＢチャネル情報によって、オプション機能として識別してもよい（付

録Ⅱ参照）。
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2.1.2　Ｘ．２１／Ｘ．２１ｂｉｓのＪＴ－Ｑ９３１へのマッピング

標準ＪＴ－Ｑ９３１で規定しているように、ＩＳＤＮユーザアクセスのためのＤチャネル信号機能はＸ．

２１とＸ．２１bis インタフェース信号手順からＳ／Ｔ参照点での標準ＪＴ－Ｑ９３１プロトコルへの

マッピングから生じる要求条件を含んでいなければならない。これらのマッピング機能の論理的表現を図

２－５／ＪＴ－Ｘ３０に示す。

図２－５／ＪＴ－Ｘ３０　論理インタフェース

(CCITT X.30)

Ｘ．２１／Ｘ．２１bis に基づく端末に提供されるＤチャネル信号の機能は標準ＪＴ－Ｑ９３１で規定

している信号メッセージから構成されなければならない。

以下の記述と図はＸ．２１とＸ．２１bis からＩＳＤＮ呼制御手順へのマッピング例を述べている。他

の方法やユーザオプションが存在することが認識されているが、本節ではＸ．２１とＸ．２１bis を実現

するための一般的指針を提供することを意図し、正常呼設定及び切断手順のみを示す。

（注１）付属資料ＡはＲ参照点の手順からＳ／Ｔ参照点の手順へのマッピングと、その逆方向のマッピ

ングのＳＤＬ表現を示している。しかし、ＳＤＬ図に含まれるＴＡ内部の処理と状態については、

実現方法を拘束するものではない。

（注２）ＴＡからの手動によるダイレクトコールまたはアドレスコール及び手動による切断もＴＡでの

手動操作についての標準ＤＴＥ／ＴＡインタフェース手順のマッピングによって可能であるべき

である。さらに、自動によるアドレスコールもＤＴＥとＴＡ間にＶ．２５インタフェースを用い

ることによって可能であってもよい。

マッピング

マッピング Ｓ／ＴＲ

X.21/X.21bis

S/T参照点X.21/X.21bis

信号機能DCE機能

端末アダプタ（ＴＡ）
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2.1.2.1　ＪＴ－Ｑ９３１／Ｘ．２１のマッピング

図２－６／ＪＴ－Ｘ３０と図２－７／ＪＴ－Ｘ３０を参照する。以下の節はＳ／Ｔ参照点上の標準ＪＴ

－Ｑ９３１信号メッセージの名称が付けられている。

2.1.2.1.1　「呼設定」(SETUP) （ＴＡから）

レディ状態（状態１）において、ＤＴＥとＴＡはＸ．２１インタフェースを経由して（１，ＯＦＦ）を

送出する。

発呼ＤＴＥがＸ．２１インタフェース上で発呼要求（状態２，ｔ＝０，ｃ＝ＯＮ）を表示するとＴＡは

ＤＴＥに選択信号送出可を送る（状態３，ｒ＝＋，ｉ＝ＯＦＦ）。ＤＴＥはＴＡに選択信号の送出を開始

する（状態４，ｔ＝ＩＡ５，ｃ＝ＯＮ）。

ＴＡはＸ．２１インタフェース上で選択信号終了（ｔ＝＋，ｃ＝ＯＮ）を受信するとＳ／Ｔ参照点のＤ

チャネルを介して「呼設定」(SETUP) メッセージを送出する。

「呼設定」(SETUP) メッセージに含まれる伝達能力情報要素はつぎのようにコーディングしなければな

らない。

 (1) 　情報転送能力はつぎのどちらかに設定する。

 (a) 　非制限ディジタル情報

 (b) 　制限ディジタル情報

 (2) 　転送モードは“回線交換モード”に設定する。

 (3) 　情報転送速度は“６４kbit/s”に設定する。

（注）伝達能力情報要素オクテット４ａと４ｂは含んではならない。

ユーザは「呼設定」(SETUP) メッセージの低位レイヤ整合性情報要素の中にレイヤ１（例えば、速度整

合）、レイヤ２（例えば、ＬＡＰＢ）、レイヤ３（例えば、Ｘ．２５）情報転送プロトコルを指定するこ

ともある（標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料表題「低位レイヤ情報コード化原則」参照）。

着アドレス情報要素はＸ．２１インタフェースから受信した着アドレスを全部用いて一括してコーディ

ングしなければならない。

その後、Ｘ．２１インタフェースはＤＣＥ待ち状態（状態６Ａ，ｒ＝ＳＹＮ，ｉ＝ＯＦＦ) にはいる。

2.1.2.1.2　「呼設定確認」(SETUP ACKNOWLEDGE) ／「呼設定受付」(CALL PROCEEDING)（交換機

から）

ＴＡからの「呼設定」(SETUP) メッセージを受信した時、網は下記のいずれかのレスポンスをする。

 (1) ＴＡへの「呼設定受付」(CALL PROCEEDING) メッセージの送出

「呼設定受付」(CALL PROCEEDING) メッセージをＳ／Ｔ参照点のＤチャネルで受信すると、Ｂ

チャネルが割当てられ、ＴＡはＳ／Ｔ参照点のＢチャネルで（データビット＝１，状態ビット＝Ｏ

ＦＦ）を送出する（ユーザクラスが３－６の場合は８０ビットマルチフレーム内）。

 (2) ＴＡへの「呼設定確認」(SETUP ACKNOWLEDGE) メッセージの送出

「呼設定確認」(SETUP ACKNOWLEDGE) メッセージをＳ／Ｔ参照点のＤチャネルで受信すると、

Ｂチャネルが割当られ、ＴＡはＳ／Ｔ参照点のＢチャネルで（データビット＝１，状態ビット＝Ｏ

ＦＦ）を送出する（ユーザクラスが３－６の場合は８０ビットマルチフレーム内）。

この場合、「呼設定受付」(CALL PROCEEDING) メッセージの受信の後、ＴＡはそれ以上の動作

は何もしない。
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2.1.2.1.3　「呼出」(ALERTING)（交換機から）

「呼出」(ALERTING)メッセージは手動応答でのみ使用される。

「呼出」(ALERTING)メッセージをＳ／Ｔ参照点のＤチャネルで受信すると、ＴＡはコールプログレス

信号０１（状態７，ｒ＝ＩＡ５，ｉ＝ＯＦＦ）を発呼ＤＴＥに送出する。

その後、Ｘ．２１インタフェースはＤＣＥ待ち状態（状態６Ａ，ｒ＝ＳＹＮ，ｉ＝ＯＦＦ）に入る。

2.1.2.1.4　「応答」(CONNECT) （交換機から）

「応答」(CONNECT) メッセージをＳ／Ｔ参照点のＤチャネルで受信すると、ＴＡはＤＣＥ提供情報

（状態１０，ｒ＝ＩＡ５，ｉ＝ＯＦＦ）を発呼ＤＴＥに送出する。その後、Ｘ．２１インタフェースは接

続動作中状態（状態１１）に入る。

８０ビットマルチフレームのフレーム同期パターン（勧告Ｘ．１ユーザクラス３－６の場合）をＳ／Ｔ

参照点のＢチャネルで受信した時、ＴＡはＢチャネル情報をＸ．２１インタフェースに接続する。

発呼ＤＴＥがＸ．２１インタフェースに接続されたＢチャネルを経由して（ｒ＝１，ｉ＝ＯＮ）を受信

した時、発呼ＤＴＥはレディフォーデータ状態（状態１２）に入り、データ転送（状態１３）が開始可能

となる。

2.1.2.1.5　「呼設定」(SETUP) （交換機から）

Ｘ．２１インタフェースがレディ状態（状態１）でないならば、ＴＡは「呼設定」(SETUP) メッセージ

を受付てはならない。

「呼設定」(SETUP) メッセージをＳ／Ｔ参照点のＤチャネルで受信した時、ＴＡは標準ＪＴ－Ｑ９３１

に記述されている通信可能性確認（例、データ信号速度）の手順をとらなければならない。ＴＡが着呼に

応答できると判断すれば、標準ＪＴ－Ｑ９３１の手順に従って応答する。「呼出」(ALERTING)メッセー

ジは手動で応答する端末でのみ使用される。

ＴＡは着呼（ｒ＝ＢＥＬ，ｉ＝ＯＦＦ）をＸ．２１インタフェース経由で着呼ＤＴＥに送出し、着呼状

態（状態８，ｒ＝ＢＥＬ，ｉ＝ＯＦＦ）に入る。

マルチポイント構成の着呼提供手順は 2.1.3 節に述べる。

2.1.2.1.6　「応答」(CONNECT) （ＴＡから）

着呼ＤＴＥから着呼受付（状態９，ｔ＝１，ｃ＝ＯＮ）を受信すると、ＴＡは「応答」(CONNECT)

メッセージをＳ／Ｔ参照点のＤチャネルで送出する。

2.1.2.1.7　「応答確認」(CONNECT ACKNOWLEDGE) （交換機から）

「応答確認」(CONNECT ACKNOWLEDGE) メッセージをＳ／Ｔ参照点のＤチャネルで受信すると、こ

のメッセージによって選択されたＴＡは（データビット＝１，状態ビット＝ＯＦＦ）を割当てられたＢ

チャネルで送出し、もしＤＣＥ提供情報があればこれを通知し、その後に接続動作中（状態１１，ｒ＝１，

ｉ＝ＯＦＦ）の信号をＤＴＥに送出する。

ＴＡはフレーム同期パターン（ユーザクラス３－６の場合８０ビットマルチフレーム）をＳ／Ｔ参照点

のＢチャネルで受信した後、Ｂチャネル情報をＸ．２１インタフェースに接続する。

着呼ＤＴＥが接続されたＢチャネルを経由して（ｒ＝１，ｉ＝ＯＮ）をＸ．２１インタフェースで受信

するとレディフォーデータ状態（状態１２，ｒ＝１，ｉ＝ＯＮ）に入り、データ転送（状態１３，ｒ＝Ｄ，

ｉ＝ＯＮ）が開始可能となる。
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2.1.2.1.8　「解放」(RELEASE) （交換機から）

マルチポイント構成の場合、交換機は「呼設定受付」 (CALL PROCEEDING)、「呼出」(ALERTING)、

「応答」(CONNECT) メッセージを送出してきたが、その呼で選択しなかった各々のＴＡに「解放」

(RELEASE) メッセージを送出する。続いて、ＴＡはＸ．２１インタフェースにおいてＤＣＥ切断指示手

順を行い、「解放完了」(RELEASE COMPLETE)メッセージを交換機に送出する。

2.1.2.1.9　「切断」(DISCONNECT)（ＴＡから）

ＤＴＥ復旧要求（状態１６，ｔ＝０，ｃ＝ＯＦＦ）は復旧要求をしたＤＴＥからＢチャネルを経由して

切断されるＤＴＥに送られる。

復旧要求をしたＤＴＥを収容するＴＡはＸ．２１インタフェースでＤＴＥ復旧要求（状態１６）を認識

し、Ｂチャネルから回路Ｒと回路Ｉを切り離し、ＤＣＥ復旧確認（状態１７，ｒ＝０，ｉ＝ＯＦＦ）を復

旧要求をしたＤＴＥに送出する。また「切断」(DISCONNECT)メッセージをＳ／Ｔ参照点のＤチャネルで

送出する（図２－６／ＪＴ－Ｘ３０参照）。

Ｄチャネルで「解放」(RELEASE) メッセージ受信の後、ＴＡはＢチャネルを解放し、「解放完了」

(RELEASE COMPLETE)メッセージを交換機へ送出し、ＤＣＥレディ状態（状態２１，ｒ＝１，ｉ＝ＯＦ

Ｆ）をＤＴＥへ送出する。そしてＤＴＥはＤＴＥレディ状態（状態１，ｔ＝１，ｃ＝ＯＦＦ）に入る。

2.1.2.1.10　「切断」(DISCONNECT)（ＴＡ間）

ＤＴＥがＤＴＥ復旧要求（ｔ＝０，ｃ＝ＯＦＦ）をすると、この状態はＢチャネル内のインスロットに

送出され、そして相手ＤＴＥはその信号をＤＣＥ切断指示（ｒ＝０，ｉ＝ＯＦＦ）として受信する（図２

－７／ＪＴ－Ｘ３０参照）。

切断されるＴＡはＳ／Ｔ参照点のＢチャネルを経由して復旧要求の受信を確認し、回路Ｒと回路ＩをＢ

チャネルから切り離し、ＤＣＥ切断指示（状態１９，ｒ＝０，ｉ＝ＯＦＦ) を切断するＤＴＥに送出する。

切断されるＴＡはＤＴＥ切断確認（状態２０，ｔ＝０，ｃ＝ＯＦＦ）をＤＴＥから受信した後、「切

断」(DISCONNECT)メッセージをＤチャネルで送出し、Ｂチャネルを切断する。

「解放」(RELEASE) メッセージをＤチャネルで受信した後、ＴＡは呼番号を解放し、「解放完了」

(RELEASE COMPLETE)メッセージを交換機に送出し、ＤＣＥレディ（状態２１,ｒ＝１, ｉ＝ＯＦＦ）を

ＤＴＥに送出する。そしてＤＴＥはＤＴＥレディ状態（状態１,ｔ＝１，ｃ＝ＯＦＦ）に入る。

2.1.2.1.11　「切断」(DISCONNECT)（交換機から）

網から切断される場合、交換機は「切断」(DISCONNECT)メッセージをＤチャネルで切断するＴＡへ送

出する。ＴＡは「切断」(DISCONNECT)メッセージを受信した後、Ｄチャネルで「解放」(RELEASE)

メッセージを交換機へ送出する。

Ｘ．２１インタフェースが呼設定フェーズであり、まだ状態１１又は１２に達していなくて、もしも

「切断」(DISCONNECT)メッセージが切断の理由を含んでいれば、ＴＡは状態７に遷移し、該当するコー

ルプログレス信号をＤＣＥ切断指示に先がけて送出する（2.1.5 節参照）。

さもなければ、ＴＡはＤＣＥ切断指示（状態１９，ｒ＝０，ｉ＝ＯＦＦ）をＸ．２１インタフェースを

介してＤＴＥに送出し、ＤＴＥはＤＴＥ切断確認（状態２０，ｔ＝０，ｃ＝ＯＦＦ）をＴＡに返送する。

上記の手順は図２－６／Ｘ３０と図２－７／ＪＴ－Ｘ３０に示していない。
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2.1.2.1.12　「解放完了」(RELEASE COMPLETE)（交換機から）

切断するＤＴＥを収容するＴＡがＳ／Ｔ参照点のＤチャネルで「解放完了」 (RELEASE COMPLETE)

メッセージを受信すると、ＴＡはＤＣＥレディ状態（状態２１，ｒ＝１，ｉ＝ＯＦＦ）に入り、その後Ｄ

ＴＥはＤＴＥレディ状態（状態１，ｔ＝１，ｃ＝ＯＦＦ）に入る。

2.1.2.2　Ｘ．２１ｂｉｓ（ダイレクトコール）

図２－８／ＪＴ－Ｘ３０と図２－９／ＪＴ－Ｘ３０を参照のこと。

（注）図２－８／ＪＴ－Ｘ３０と図２－９／ＪＴ－Ｘ３０はＸ．２１bis サポートの例を述べている。

主な相互接続回路の条件のみが示され、回路１０５、１０９、１０８／２等の使い方のオプショ

ンは含まれていない。Ｘ．２１bis／ＪＴ－Ｑ９３１マッピングは継続検討課題である。

参照点Ｒのインタフェースの運用上のシーケンスとエンド・エンドのＴＡのシグナリングについては、

標準ＪＴ－Ｖ１１０　第４章を参照されたい。
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 (a) 　ユーザ・クラス１９のみ。図２－１３／ＪＴ－Ｘ３０を参照。

 (b) 　ユーザ・クラス１９では適用しない。

（注）発着呼衝突は 2.1.6 節に述べる。

図２－６／ＪＴ－Ｘ３０　Ｘ．２１－ＤＴＥ発呼・復旧シーケンスの例

 (CCITT X.30)

呼設定受付(2.1.2.1.2 節参照)

(1,ON) ｂ）

同期ｼｰｹﾝｽ ａ）

切断

(1,OFF) ｂ）

Ｘ．２１インタフェース

Ｓ／Ｔ参照点

（t=1,c=OFF)DTE ﾚﾃﾞｨ

ＴＡＤＴＥ

（t=0,c=ON)発呼要求

（r=+,i=OFF)選択信号送出可

呼設定（t=IA5,C=ON）選択信号

（t=1,c=ON)DTE 待ち

呼出（r=SYN,i=OFF)DCE 待ち

（r=IA5,i=OFF)ｺｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾚｽ信号

応答（r=SYN,i=OFF)

（r=IA5,i=OFF)DCE 提供情報

DCE 待ち

（r=1,i=OFF)接続動作中

ﾚﾃﾞｨﾌｫｰﾃﾞｰﾀ 整合手順

ｴﾝﾄﾞ･ｴﾝﾄﾞ（図 2-12/JT-X30 参照)

（r=1,i=ON)ﾚﾃﾞｨﾌｫｰﾃﾞｰﾀ

ﾃﾞｰﾀ 転送

(0,OFF) ｂ）
（t=0,c=OFF)DTE 復旧要求

（r=0,i=OFF)DCE 復旧確認

解放（r=1,i=OFF)DCE ﾚﾃﾞｨ

解放完了（t=1,c=OFF)DTE ﾚﾃﾞｨ

Ｓ／Ｔ参照点

Ｄチャネル

Ｂチャネル
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（a)　ユーザ・クラス１９のみ。図２－１３／ＪＴ－Ｘ３０を参照。

（b)　ユーザ・クラス１９では適用しない。

（注）マルチポイント構成の場合、交換機は「呼設定受付」  (CALL PROCEEDING)、「呼出」

(ALERTING)または「応答」(CONNECT) メッセージを送信してきたが、その呼で選択しなかった

ＴＡには「解放」(RELEASE) メッセージを送出する。

図２－７／ＪＴ－Ｘ３０　Ｘ．２１－ＤＴＥ着呼・切断シーケンスの例

(CCITT X.30)

Ｘ．２１インタフェース

Ｓ／Ｔ参照点

ＤＴＥ

（t=1,c=OFF)DTE ﾚﾃﾞｨ
ＴＡ

呼設定
（r=BEL,i=OFF)着呼

（t=1,c=ON)着呼受付
呼出

応答

（r=IA5,i=OFF)DCE 提供情報応答確認（注）

(1,OFF) ｂ）

（r=1,i=OFF)接続動作中

ｴﾝﾄﾞ･ｴﾝﾄﾞ
ﾚﾃﾞｨﾌｫｰﾃﾞｰﾀ 整合手順同期ｼｰｹﾝｽ ａ）

（図 2-12/JT-X30 参照)
(1,ON) ｂ）

（r=1,i=ON)ﾚﾃﾞｨﾌｫｰﾃﾞｰﾀ

ﾃﾞｰﾀ 転送

（r=0,i=OFF)DCE 切断指示(0,OFF) ｂ）

DTE 切断確認 （r=0,c=OFF)

切断

解放 DCE ﾚﾃﾞｨ （t=1,i=OFF)

（t=1,c=OFF)解放完了 DTE ﾚﾃﾞｨ

Ｓ／Ｔ参照点

Ｄチャネル

Ｂチャネル
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図２－８／ＪＴ－Ｘ３０　Ｘ．２１bis－ＤＴＥ発呼・復旧シーケンスの例

 (CCITT X.30)

Ｓ／Ｔ参照点

呼設定受付

呼出

応答

Ｘ．２１bis インタフェース

ＤＴＥ ＴＡ

（108/1=OFF)ﾚﾃﾞｨ

呼設定（108/1=ON)発呼要求

ｴﾝﾄﾞ･ｴﾝﾄﾞ

同期ｼｰｹﾝｽ

（107=ON)ﾚﾃﾞｨﾌｫｰﾃﾞｰﾀ

ﾃﾞｰﾀ 転送

DTE 復旧要求（108/1=OFF)

切断

解放

（107=OFF)DCE ﾚﾃﾞｨ 解放完了
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 a)　手動応答のみ使用

図２－９／ＪＴ－Ｘ３０　Ｘ．２１bis－ＤＴＥ着呼・切断シーケンスの例

 (CCITT X.30)

Ｘ．２１bis インタフェース

Ｓ／Ｔ参照点

ＤＴＥＴＡ

(108/1=OFF)ﾚﾃﾞｨ

呼設定

(107=OFF,125=ON)着呼

呼出
ａ）

(108/1=ON)着呼受付

応答

切断

ｴﾝﾄﾞ･ｴﾝﾄﾞ

同期ｼｰｹﾝｽ

ﾚﾃﾞｨﾌｫｰﾃﾞｰﾀ (107=ON,125=OFF)

ﾃﾞｰﾀ 転送

DCE 切断指示（107=OFF)

DTE 切断確認 (108/1=OFF)

解放 ﾚﾃﾞｨ 状態

解放完了

応答確認
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2.1.3　マルチポイント構成における着呼提供手順

マルチポイント構成の着呼提供手順には以下に述べる手順を適用する。

マルチポイント構成の場合、着呼（適当なサービスの表示情報を含む呼設定[SETUP] メッセージ）は標

準ＪＴ－Ｑ９３１に従って提供される。

Ｓ／Ｔ参照点のＤチャネルで呼設定[SETUP] メッセージを受信した時、ＴＡは標準ＪＴ－Ｑ９３１に記

述されている通信可能性確認（例、データ信号速度）の手順をとる。もしＴＡが着呼に応答することがで

きると判断した場合、標準ＪＴ－Ｑ９３１の手順に従って応答する。呼出 [ALERTING] メッセージは手

動応答する端末によってのみ使用される。

もしＴＡが整合のとれた端末をサポートしているが端末がレディ状態ではないという理由から着呼を受

け付けることができない時、ＴＡは解放完了 [RELEASE COMPLETE] メッセージを返さなければならな

い（図２－１１／ＪＴ－Ｉ４６１参照）。

 (1) 　端末の状態がＤＴＥ制御可ノットレディの場合、解放完了 [RELEASE COMPLETE] メッセージ

は＃２１“通信拒否”を含む。

 (2) 　端末の状態がＤＴＥ制御不可ノットレディの場合、解放完了 [RELEASE COMPLETE] メッセー

ジは＃２７“相手端末故障”を含む。

 (3) 　端末の状態がビジーの場合、解放完了 [RELEASE COMPLETE] メッセージは＃１７“着ユーザ

ビジー”を含む。

このメッセージは発呼側に送られ、適当なＸ．２１コールプログレス信号が提供される。発呼ＴＡにお

けるそのマッピングは 2.1.5 節に記述している。

２つ以上のＴＡが応答した場合、標準ＪＴ－Ｑ９３１の優先処理手順に従って、表示すべき理由を含ん

だメッセージが送られる。

複数のＴＡが応答[CONNECT] メッセージを返送して着呼を受け入れた場合、網によって選択されたＴ

Ａは応答確認[CONNECT ACKNOWLEDGE] メッセージを受信する。その呼で選択されなかったＴＡは解

放[RELEASE] メッセージによって網から切断される。

マルチポイント構成の場合、多数の端末アダプタはＤチャネルアクセスの際に競合する。競合処理のメ

カニズムによって制御信号メッセージの送出が遅れ、したがって、呼の設定時間に影響を与える場合があ

る。発呼要求した側に呼の設定の失敗に関する情報を転送することもまた、前に述べた優先処理手順に

よって遅れる場合がある。
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（注１）ＴＡｚは発呼端末と整合しない端末をサポートしているので、呼設定メッセージには応答しな

い。しかしＴＡｚは“端末属性不一致”（＃８８）の理由表示を含んだ解放完了メッセージで応

答してもよい。

（注２）呼出や応答メッセージを送ったが交換機に呼が選択されなかったＴＡには解放メッセージに

よって通知される。

（注３）Ｘ．２１とＤチャネルプロトコルのマッピングについては図２－７／ＪＴ－Ｘ３０を参照のこ

と。

（注４）呼出メッセージは手動応答の場合にのみ使用される。

図２－１０／ＪＴ－Ｘ３０　マルチポイント構成における着呼提供手順の例

(CCITT X.30)

 UAy

注４

ET TAx TAy TAz TEx TEy TEz
(UI,GA)

呼設定(SI)

SABMEx
UAx 着呼 注 1

注４

Ix 呼出

着呼
SABMEy

着呼受付

Iy呼出

Ix 応答
着呼受付

Iy応答

Ix 応答確認

Iy解放

切断指示注２
Iy解放完了

DISCy

UAy
切断確認

DCE 提供情報

注３

Ｄチャネルプロトコル（レイヤ２）：ＬＡＰＤ

Ｄチャネルプロトコル（レイヤ３）

Ｘ．２１

ＧＡ：グローバルアドレス
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（注１）呼設定メッセージに含まれる情報要素に整合した端末をサポートしているＴＡは、この時、以

下の理由で呼が受付けられなかったことを示すために、適当な理由表示を含んだ解放完了メッ

セージを送出する。

－制御可ノットレディ（ＣＮＲ）

－制御不可ノットレディ（ＵＮＲ）

－着呼端末ビジー状態

－その他

（注２）ＥＴＢ　は標準ＪＴ－Ｑ９３１手順に従って、以下のように理由表示に優先順位を持たせる。

(1)　理由表示＃１７（ユーザビジー）

(2)　理由表示＃２１（通信拒否）

(3)　その他の理由表示

図２－１１／ＪＴ－Ｘ３０　着呼に対する着信拒否の例

(CCITT X.30)

TEＡ TAＡ ETＡ ETＢ TAＢ TEＢ

発呼要求

呼設定（SI)呼設定

呼設定（SI)
呼設定受付

注１

解放完了

（理由表示）

切断

（理由表示）

（理由表示）

ｺｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾚｽ信号

注２

呼切断

解放

解放完了

Ｄチャネルプロトコル（レイヤ３）

Ｘ．２１
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2.1.4　レディフォーデータ整合

二つのユーザ端末間で、データ転送フェーズの開始及びデータ転送フェーズの終了を同期させる動作は、

ＴＡとユーザ端末により行われる。この目的のために、インバンドのハンドシェーク動作を用いたＸ．２

１手順を使用する。

二つの場合がある。一つは着呼したＴＡが単一のユーザデータ速度のみをサポートする場合であり、も

う一つは着呼したＴＡが発呼側ＴＡのユーザデータ速度に整合する場合である。

以下では単一速度ＴＡの場合についてのみ述べる。

複数速度対応ＴＡ（汎用ＴＡ）に必要な機能については付録Ⅰに示す。

単一速度ＴＡについては、対称形の手順が実行される。

（図２－１２／ＪＴ－Ｘ３０参照）

両方のＴＡはフレーム同期ビットパターンを検出するため、受信したＢチャネル信号をチェックする。

Ｂチャネルでのフレーム同期を検出した後、ＴＡは回路Ｃをスキャンする前に、直ちに端末にＢチャネ

ルを接続する。この後、端末から（１，ＯＮ）状態が相手側の端末に向けて転送される。相手側の端末の

状態によって、相手側のＴＡからの（１，ＯＦＦ）状態が受信されるか、または相手側のＤＴＥから（１，

ＯＮ）が受信される。（ｒ＝１，ｉ＝ＯＦＦ）のＤＴＥでの受信は“接続動作中”（状態１１）の状態を

示しており、（ｒ＝１，ｉ＝ＯＮ）のＤＴＥでの受信は“レディフォーデータ”（状態１２）の状態を示

している。

“レディフォーデータ”（状態１２）は、Ｂチャネルからのフレーム同期検出後そして（１，ＯＮ）状

態後しかＴＡによって端末に伝えられない。

ＴＡがＢチャネルを接続した後、データ転送フェーズにおいてデータと状態情報の転送が続けられ、切

断はユーザ端末間で復旧要求を用いて同期して行われる。

Ｘ．２１bis 及びＸ．２０bis インタフェースでのデータ転送の準備の為には、勧告Ｖ．１１０の節 4.1.2

を参照のこと。
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（注１）ＴＡはフレーム同期を検出し、端末へＤＣＥ提供情報の送出を完了した後、接続を実行する。

正しいレディフォーデータ整合を保証するために、回路Ｃをスキャンする前に、直ちに接続を

実行しなければならない。

（注２）レディフォーデータ整合を実行するために必要な条件のみ示している。

（注３）もし、ＴＡが状態１２で（１，ＯＮ）を送出しているならば、ＴＡ内の双方向接続は勧告Ｘ．

２１で示される状態１２から状態１３への移行時に行われる。

図２－１２／ＪＴ－Ｘ３０　６４kbit/s より低い速度においてレディフォーデータ

(CCITT X.30) 整合を実行する単一速度ＴＡの動作

発呼側 着呼側

ＴＡＴＡ

呼設定受付

(B ﾁｬﾈﾙ割当てを含む）

(1,OFF)

Ｄチャネルメッセージ

応答確認応答

(1,OFF)

フレーム同期検出 フレーム同期検出

（1,ON)（1,ON)

注１注１

Ｄチャネルメッセージ 双方向接続

Ｂチャネル状態

B チャネル
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2.1.5　ＪＴ－Ｑ９３１理由表示のＸ．２１コールプログレス信号へのマッピング

ある場合には、標準ＪＴ－Ｑ９３１からＸ．２１へ理由表示をマッピングすることが必要になる。ＴＡ

は表２－２／ＪＴ－Ｘ３０を使用して、標準ＪＴ－Ｑ９３１メッセージからＸ．２１コールプログレス信

号へマッピングする。

（注）標準ＪＴ－Ｑ９３１理由表示とＸ．２１コールプログレス信号への１対１のマッピングは全て可

能とは限らないから、表２－２／ＪＴ－Ｘ３０のいくつかの項目は同じ意味を持たないかも知れ

ない。

表２－２／ＪＴ－Ｘ３０

(CCITT X.30)

ＪＴ－Ｑ９３１理由表示のＸ．２１コールプログレス

信号へのマッピング

項目 ＪＴ－Ｑ９３１理由表示 値 Ｘ．２１コールプログレス信号 値

１ 欠  番 １ 接続不可 43

２ 相手へのルートなし ３ 接続不可 43

３ チャネル利用不可 ６ 接続不可 43

４ 正常切断 16 適用なし

５ 着ユーザビジー 17 相手端末ビジー 21

６ 相手ユーザレスポンスなし 18 無接続 20

７ 相手ユーザ呼出中応答なし 19 無接続 20

８ 通信拒否 21 制御可ノットレディ 45

９ 相手加入者番号変更 22 番号変更 42

10 相手端末故障 27 制御不可ノットレディ 46

11 無効番号ﾌｫｰﾏｯﾄ（不完全番号） 28 選択信号手順誤り 22

12 その他の正常クラス 31 適用なし

13 利用可能回線／チャネルなし 34 無接続 20

14 網障害 38 障  害 44

15 一時的障害 41 障  害 44

16 交換機輻輳 42 網輻輳 61

17 要求回線／チャネル利用不可 44 無接続 20

18 その他のリソース使用不可クラス 47 網輻輳 61

19 ＱＯＳ利用不可 49 適用なし

20 伝達能力不許可 57 サービスユーザクラス不一致 52

21 現在利用不可伝達能力 58 網輻輳 61

22 その他のサービス又はオプションの利用不

可クラス

63 無接続 20

23 未提供伝達能力指定 65 無効ファシリティ要求 48

24 未提供チャネル種別指定 66 無効ファシリティ要求 48

25 その他のサービス又はオプションの未提供

クラス

79 無効ファシリティ要求 48

26 無効呼番号使用 81 接続不可 43

27 無効チャネル番号使用 82 接続不可 43
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項目 ＪＴ－Ｑ９３１理由表示 値 Ｘ．２１コールプログレス信号 値

28 端末属性不一致 88 接続不可 43

29 その他の無効メッセージクラス 95 選択信号伝送誤り 23

30 必須情報要素不足 96 選択信号手順誤り 22

31 メッセージ種別未定義又は未提供 97 選択信号手順誤り 22

32 呼状態とメッセージ不一致又はメッセージ

種別未定義

98 選択信号手順誤り 22

33 情報要素未定義 99 選択信号手順誤り 22

34 情報要素内容無効 100 選択信号伝送誤り 23

35 呼状態とメッセージ不一致 101 選択信号手順誤り 22

36 タイマ満了による回復 102 接続不可 43

37 その他の手順誤りクラス 111 選択信号手順誤り 22

38 その他のインタワーキングクラス 127 ＲＰＯＡ障害 72

2.1.6　準正常状態の処理のための付加情報

早切りの場合、あるいは呼に異常が起きた場合は標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．８節及び勧告Ｘ．２１の手

順に従う。以下に示す手順はＲ参照点とＳ／Ｔ参照点との相互のマッピングを考慮したものである。

2.1.6.1　呼の衝突

呼の衝突はＴＡの両側すなわちＸ．２１インタフェース側とＳ／Ｔ参照点側の両方において起こり得る。

（注）Ｘ．２１bis 及びＸ．２０bis インタフェースにおける呼の衝突は継続検討課題である。

2.1.6.1.1　Ｘ．２１インタフェースにおける呼の衝突

ＴＡはＸ．２１インタフェースがレディ状態のとき、着呼の「呼設定」(SETUP) メッセージを受け入れ

る。Ｘ．２１インタフェースにおいて呼の衝突が起きた場合（ＴＡがＤＴＥに着呼を送信し、かつＸ．２

１ＤＴＥが発呼要求を送信した場合）、ＴＡは選択信号送出可を送出し、着呼を取り消す。

（注）代替の手段として、ＴＡはＤＣＥ切断指示を送信し、そしてレディ状態になった時に着呼をＤＴ

Ｅに送信する場合もある。

2.1.6.1.2　Ｓ／Ｔ参照点における呼の衝突

Ｓ／Ｔ参照点において呼の衝突が発生した場合は標準ＪＴ－Ｑ９３１に規定された手順を適用する。

2.1.6.2　利用可能回線／チャネルなし

Ｓ／Ｔ参照点において接続設定に利用できるチャネルがない場合、ＴＡから送信された「呼設定」

(SETUP) メッセージに対して、交換機は理由表示＃３４（利用可能回線／チャネルなし）を伴う「解放完

了」(RELEASE COMPLETE)メッセージを返送する。これはＸ．２１インタフェースにおいてコールプロ

グレス信号＃２０（無接続）にマッピングされ、それに続いてＴＡはＤＣＥ切断指示を送る。
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2.1.6.3　早切り

2.1.2.1.9 節に述べたように、ＤＴＥはＸ．２１インタフェース上にＤＴＥ復旧要求を送信して呼の切断

手順を任意の時に始めてもよい。また、ＤＴＥ間に呼が存在しなかった場合、相手側端末は 2.1.2.1.11 節

に示した手順をとる。

2.1.6.4　「呼設定」(SETUP) 送信に対する無応答

送信した「呼設定」(SETUP) に対して交換機がなにも応答してこなかった場合、ＤＴＥはタイマＴ２

（２０秒）がタイムアウトしたあとＤＴＥ復旧要求を送信することにより呼の切断処理を始める。また、

ＴＡはＳ／Ｔ参照点上に「解放完了」 (RELEASE COMPLETE)  (理由表示＃３１：その他の正常クラス)

を送信する。そしてＸ．２１インタフェース上にＤＣＥ復旧確認を送信する。

一方、ＴＡがオプションのタイマＴ３０３（ＪＴ－Ｑ９３１）を用意しているなら、ＴＡはＳ／Ｔ参照

点上において上記のように「解放完了」(RELEASE COMPLETE)（理由表示＃１０２：タイマ満了による

回復）を送信することにより呼の切断手順を始めてもよい。ＴＡはＸ．２１インタフェース上にコールプ

ログレス信号＃４３（接続不可）をＤＴＥに送信し、それに続いてＤＣＥ切断指示を送る。

2.2　Ｘ．１ユーザサービスクラス７に従うＤＴＥのための端末アダプタ機能

2.2.1　速度整合機能

Ｘ．１ユーザサービスクラス３から６の６４kbit/s への速度整合のために４０ビットフレームを適用し

ている（図２－２／ＪＴ－Ｘ３０参照）。このフレームの中で各々８ビットから構成される３つのビット

グループＰ，Ｑ，Ｒに割当られた２４のデータビットが送信される。

Ｘ．１ユーザ速度４８kbit/s に対してもキャラクタ整合ができる同様の方法を使用する。この方法を実

現するために、この速度に適するフレーム構成を規定する。図２－１３／ＪＴ－Ｘ３０はオクテット１，

２，３及び４（２４ビットのデータフレーム）から成るフレームを示す。

オクテット整合は８kHz/s タイミングにより行われる。

ビ　ッ　ト　番　号

1 2 3 4 5 6 7 8

  オクテット１ 1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 SQ

  オクテット２ 0 P7 P8 Q1 Q2 Q3 Q4 X

  オクテット３ 1 Q5 Q6 Q7 Q8 R1 R2 SR

  オクテット４ 1 R3 R4 R5 R6 R7 R8 SP

図２－１３／ＪＴ－Ｘ３０　４８kbit/s ユーザ速度から６４kbit/s への整合

(CCITT X.30)

フレーム同期パターンは６４kbit/s のビットストリームから受信した連続するオクテットのビット番号

１の１０１１１０１１より構成される。このフレーム同期パターンはレディフォーデータ整合（2.1.4 節参

照）及びユーザ速度識別（付録Ⅱ参照）にも使用される。

同期確立の信頼性確保のため、連続したフレーム内で８ビット同期パターンを少なくとも２回検出する

オクテット番号
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ことを推奨する。

ユーザ速度識別には以下に示すアルゴリズムを適用する（標準ＪＴ－Ｖ１１０参照）。

 (1) 　６４kbit/s のビットストリームから受信した連続するオクテットのビット番号１のビットパター

ン…１０１１１０１１…を検出する。

 (2) 　検出が出来た場合には、ユーザ速度は４８kbit/s である。

（注）国際接続で制限付６４kb/s 伝達能力の時には、ビットＸは１に設定する。国内網ではこのビット

を別の目的で使用する場合がある。

2.2.2　Ｘ．２１／Ｘ．２１ｂｉｓのＪＴ－Ｑ９３１へのマッピング

Ｘ．２１／Ｘ．２１bis のマッピング機能は 2.1.2 節に示している。

2.2.3　マルチポイント構成における着呼提供手順

2.1.3 節による。

2.2.4　レディフォーデータ整合

2.1.4 節による。

2.2.5　ＪＴ－Ｑ９３１理由表示のＸ．２１コールプログレス信号へのマッピング

2.1.5 節による。

2.2.6　準正常状態の処理のための付加情報

2.1.6 節による。

2.3　Ｘ．１ユーザサービスクラス１９に従うＤＴＥのための端末アダプタ機能

2.3.1　速度整合機能

６４kbit/s のみをサポートするＴＡの場合、速度整合及びユーザ速度識別は不要である。汎用ＴＡにお

ける手順については継続検討課題である（付録Ⅰ参照）。

（注）アラーム表示信号（ＡＩＳ）によりオール１状態が生成される。Ｄチャネルによるこの状態の通

知については継続検討課題である。

2.3.2　Ｘ．２１／Ｘ．２１ｂｉｓのＪＴ－Ｑ９３１へのマッピング

（図２－６／ＪＴ－Ｘ３０、図２－７／ＪＴ－Ｘ３０参照）

以下の節はＳ／Ｔ参照点上の標準ＪＴ－Ｑ９３１メッセージの名称を付けている。

2.3.2.1　「呼設定」(SETUP) （ＴＡから）

レディ状態（状態１）においては、ＤＴＥ及びＴＡの両者ともＸ．２１インタフェース上に（１，ＯＦ

Ｆ）を送出する。

発呼ＤＴＥが発呼要求（状態２，ｔ＝０，ｃ＝ＯＮ）をＸ．２１インタフェース上に表示した時、ＴＡ

は選択信号送出可（状態３，ｒ＝＋，ｉ＝ＯＦＦ）をＤＴＥに送出する。ＤＴＥはＴＡに対して選択信号

の送出を開始する（状態４）。

ＴＡは選択信号の終了（状態４，ｔ＝＋，ｃ＝ＯＮ）をＸ．２１インタフェース上で受信するとＳ／Ｔ
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参照点上のＤチャネルで「呼設定」(SETUP) メッセージを送出する。

2.3.2.2　「呼設定確認」(SETUP ACKNOWLEDGE) ／「呼設定受付」(CALL PROCEEDING)（交換機か

ら）

ＴＡは「呼設 定受付」  (CALL PROCEEDING) メッセージ 、又は「呼設 定確認」  (SETUP

ACKNOWLEDGE)メッセージをＳ／Ｔ参照点上のＤチャネルで受信すると、Ｂチャネルを割当て、Ｂチャ

ネル上にオール０を送出する。

2.3.2.3　「呼出」(ALERTING)（交換機から）

「呼出」(ALERTING)メッセージは一般に手動応答の場合に送信する。

ＴＡは「呼出」(ALERTING)メッセージをＳ／Ｔ参照点上のＤチャネルで受信すると、コールプログレ

ス信号を発呼ＤＴＥへ送出する（状態７）。

その後、Ｘ．２１インタフェースはＤＣＥ待ち状態（状態６Ａ，ｒ＝ＳＹＮ，ｉ＝ＯＦＦ）に入る。

2.3.2.4　「応答」(CONNECT) （交換機から）

ＴＡは「応答」(CONNECT) メッセージをＳ／Ｔ参照点上のＤチャネルで受信すると、発呼ＤＴＥへＤ

ＣＥ提供情報（状態１０）を送信する場合がある。その後、Ｘ．２１インタフェースは接続動作中状態

（状態１１）に入る。

ＴＡは 2.3.4.1 節で述べるようにレディフォーデータ整合手順をとる。

2.3.2.5　「呼設定」(SETUP) （交換機から）

ＴＡはＸ．２１インタフェースがレディ状態（状態１）でなければ、「呼設定」(SETUP) メッセージを

受付ない。

ＴＡはＳ／Ｔ参照点上のＤチャネルで「呼設定」(SETUP) メッセージを受信すると、標準ＪＴ－Ｑ９３

１に示す通信可能性確認（例、データ信号速度）の手順をとる。もし、ＴＡが着呼に応答できるならば、

標準ＪＴ－Ｑ９３１の手順に従う。「呼出」(ALERTING)メッセージは手動応答の端末によって使用され

る。

ＴＡは着呼ＤＴＥに対してＸ．２１インタフェース経由で着呼（状態８，ｒ＝ＢＥＬ，ｉ＝ＯＦＦ）を

送出し着呼状態（状態８）に入る。

マルチポイント構成の場合の着呼（ポイント・マルチポイント動作）については 2.1.3 節で述べている。

2.3.2.6　「応答」(CONNECT) （ＴＡから）

ＴＡは着呼ＤＴＥより着呼受付（状態９，ｔ＝１，ｃ＝ＯＮ）を受信すると、Ｓ／Ｔ参照点上のＤチャ

ネルで「応答」(CONNECT) メッセージを送信する。

2.3.2.7　「応答確認」(CONNECT ACKNOWLEDGE) （交換機から）

「応答確認」(CONNECT ACKNOWLEDGE) メッセージをＳ／Ｔ参照点上のＤチャネルで受信すると、

このメッセージにより選択されたＴＡは、ＤＣＥ提供情報がある時はそれを送出した後、着呼ＤＴＥに接

続動作中信号（状態１１，ｒ＝１，ｉ＝ＯＦＦ）を送出する。



- 33 - ＪＴ－Ｘ３０

ＴＡは 2.3.4.1 に述べるようにレディフォーデータ整合手順をとる。

2.3.2.8　「解放」(RELEASE) （交換機から）

マルチポイント構成の場合、「呼設定受付」 (CALL PROCEEDING) メッセージまたは「呼出」

(ALERTING)メッセージ、「応答」(CONNECT) メッセージを送信したが、その呼に対して選択されな

かった各々のＴＡに対し交換機は「解放」(RELEASE) メッセージを送信する。その結果ＴＡはＸ．２１

インタフェース上でＤＣＥ切断指示手順を実行し、交換機に「解放完了」(RELEASE COMPLETE)メッ

セージを送信する。

2.3.2.9　「切断」(DISCONNECT)（ＴＡから）

ＤＴＥがＤＴＥ復旧要求（状態１６，ｔ＝０，ｃ＝ＯＦＦ）を示すと、ＴＡはＤＣＥ復旧確認（状態１

７，ｒ＝０，ｉ＝ＯＦＦ）をＸ．２１インタフェース経由で送信し、Ｓ／Ｔ参照点上のＤチャネルで「切

断」(DISCONNECT)メッセージを送信してＢチャネルを切断する。

ＴＡはＤチャネルで「解放」(RELEASE) メッセージを受信すると呼番号を解放し、Ｄチャネルで交換

機に「解放完了」(RELEASE COMPLETE)メッセージを送信すると共に、ＤＴＥにＤＣＥレディ（状態２

１，ｒ＝１，ｉ＝ＯＦＦ）を送信する。そして、ＤＴＥはＤＴＥレディ（状態１, ｔ＝１，ｃ＝ＯＦＦ）

に入る。

2.3.2.10　「切断」(DISCONNECT)（交換機から）

網より切断する場合には、交換機は切断されるＴＡに対してＤチャネルで「切断」(DISCONNECT)メッ

セージを送信する。ＴＡは「切断」(DISCONNECT)メッセージを受信した後、「解放」(RELEASE) メッ

セージをＤチャネルで交換機に送信する。

一方、ＴＡはＤＴＥに対しＸ．２１インタフェース経由でＤＣＥ切断指示（状態１９，ｒ＝０，ｉ＝Ｏ

ＦＦ）を送信し、ＤＴＥはＤＴＥ切断確認（状態２０，ｔ＝０，ｃ＝ＯＦＦ）をＴＡに返送する。

2.3.2.11　「解放完了」(RELEASE COMPLETE)（交換機から）

ＴＡが「解放完了」(RELEASE COMPLETE)メッセージをＳ／Ｔ参照点上のＤチャネルで受信すると、

ＴＡはＤＣＥレディ状態（状態２１，ｒ＝１，ｉ＝ＯＦＦ）に入り、ＤＴＥはＤＴＥレディ（状態１，ｔ

＝１，ｃ＝ＯＦＦ）に入る。

上記の手順は、図２－６／ＪＴ－Ｘ３０及び、図２－７／ＪＴ－Ｘ３０には示されていない。

2.3.3　マルチポイント構成における着呼提供手順

2.1.3 節による。

2.3.4　レディフォーデータ整合

６４kbit/s で動作している２つの端末間におけるデータ転送フェーズの開始及び終了時のレディフォー

データ整合について以下の手順を適用する（図２－１４／ＪＴ－Ｘ３０参照）。
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2.3.4.1　データ転送フェーズの開始

着呼ＴＡが「応答確認」(CONNECT ACKNOWLEDGE) メッセージを受信して、ＤＣＥ提供情報があれ

ばそれを送信した後、着呼端末は接続動作中（状態１１）に入る。着呼ＴＡは整合パターン「オール１」

の連続送信によりレディフォーデータ整合手順を開始する。

着呼ＴＡはＤＣＥ提供情報を着呼ＤＴＥに送信する一方、割当てられたＢチャネルを介してオール０を

発呼ＴＡに送信する。ＤＣＥ提供情報の送信終了後、着呼ＴＡはオール１信号をＢチャネル上に送信する。

発呼ＴＡが「応答」(CONNECT) メッセージを受信し、ＤＣＥ提供情報があればそれを送信した後、Ｘ．

２１インタフェースは接続動作中状態（状態１１）にはいる。発呼ＴＡは２４ビットの整合パターンを検

出すると網内で接続が設定されたことを認識し、上り方向に同一のパターンを送出する。２４ビット送信

後、発呼ＴＡは１６ビットの間レディフォーデータ（状態１２，ｒ＝１，ｉ＝ＯＮ）を表示し、その後回

路Ｔ及び回路ＲへＢチャネルを接続する。

着呼ＴＡは整合パターンを送信している間に発呼ＴＡからの２４ビットの整合パターンを認識した時、

ＤＴＥに１６ビットの間レディフォーデータ（状態１２，ｒ＝１，ｉ＝ＯＮ) を表示し、その後回路Ｔ及

び回路ＲへＢチャネルを接続する。

Ｘ．２１インタフェースでバイトタイミングが提供されている時は、回路ＩのＯＦＦからＯＮへの変化

はＸ．２４に従ってオクテットの境界で起こる。

発呼ＴＡはタイマーΘｘの終了までに整合パターンを受信できなかった場合には１６ビットの間レディ

フォーデータ（状態１２，ｒ＝１，ｉ＝ＯＮ）を表示し、その後回路Ｔ及び回路ＲへＢチャネルを接続す

る。

着呼ＴＡがタイマーΘｙの終了までに整合パターンを受信できなかった場合には、１６ビットの間レ

ディフォーデータ（状態１２，ｒ＝１，ｉ＝ＯＮ）を表示し、その後回路Ｔ及び回路ＲへＢチャネルを接

続する。

Θｘ（暫定値１秒）及びΘｙ（暫定値２秒）の値は想定される最長の標準接続における伝播遅延時間を

考慮すべきであり、継続検討課題である。

オプションとして、ＴＡはΘｘとΘｙのタイムアウトを待たず接続を行ってもよい。

この場合、Ｘ．２１インタフェースにおけるレディフォーデータの後に送られるＤＴＥの情報信号はエ

ンド・エンドの同期がとれないため失われることがある。ＴＡ間における接続完了後のレディフォーデー

タ整合が行われないので、ＤＴＥ相互の同期は２つのＤＴＥの高位レイヤのエンド・エンド手順により行

われなければならない。

2.3.4.2　データ転送フェーズの終了

トランスペアレンシーが必要であるため、同期をとったデータ転送フェーズの終了は不可能である。切

断される端末は切断メッセージを受信する前に通信の終了を確認するべきである。しかしながら、この段

階で送信した情報は無視されるであろう。この問題の解決のためには高位レベル手順が必要である。
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図２－１４／ＪＴ－Ｘ３０

(CCITT X.30)

ユーザ速度６４kbit/sのレディフォーデータ整合

をとるための動作シーケンス

　（注）ＴＡはもしあればＤＣＥ提供情報をＤＴＥに送信を完了後レディフォーデータを表示する。発呼

ＴＡが「応答」 (CONNECT) メッセージを受信するのは着呼ＴＡが「応答確認」 (CONNECT

ACKNOWLEDGE) メッセージを受信する前、又は受信後である。

2.3.5　ＪＴ－Ｑ９３１理由表示のＸ．２１コールプログレス信号へのマッピング

　2.1.5節による。

2.3.6　準正常状態の処理のための付加情報

　2.1.6節による。但し 2.1.6.3節の早切りを除く。

2.4　Ｘ．１ユーザサービスクラス１、２、１４、１５、１６、１７および１８に従うＤＴＥのための端末

整合機能

着　呼発　呼

1,ON 1,ON
Ｄ－チャネルの呼設定表示

応答 応答確認

(注参照) (注参照)

Θｘ Θｙｵｰﾙ 0

ｵｰﾙ 1

1,OFF
1,OFF

24bits

24bits

24bits
1,ON

1,ON

D,ON

D,ON

D,ON

ﾃﾞｰﾀ

ﾃﾞｰﾀ

16bits

16bits

Ｄチャネルメッセージ

Ｂチャネルメッセージ

双方向接続 (回路Ｔ及び回路ＲをＢチャネルへ接続)

ｵｰﾙ 1

ＴＡ ＴＡ
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2.4.1　速度整合機能

2.4.1.1　一般的方法

　ＴＡ内の速度整合機能を図２－１５／ＪＴ－Ｘ３０に示す。速度整合は機能ブロックＲＡ０、ＲＡ１、

ＲＡ２の３段階で行われる。ＲＡ０の機能は非同期から同期への変換であり、Ｘ．１ユーザ速度サポート

のために勧告Ｖ．１４で定義されているものと同じ方法を使用する。ＲＡ０は２
ｎ　

×６００bit/s （ｎ＝

０～４）で規定する同期ビットストリームを生成する。ＲＡ１の機能はユーザ速度を２
ｋ　

×８kbit/s（ｋ

＝０または１）で表される次のより速い速度に変換する。ＲＡ２は６４kbit/s への第二の速度変換を行う。

図２－１５／ＪＴ－Ｘ３０

(CCITT X.30)

R

TA

RAO

2 ｎ ×600bit/s S/T

RA1 RA2

X.20bis

2ｎ
×600 2ｋ

×8

2ｋ
×8

64kbit/s

kbit/sbit/s

kbit/s

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ

操作

ｽﾃｯﾌﾟ 1 ｽﾃｯﾌﾟ 3ｽﾃｯﾌﾟ 2
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2.4.1.2　サポートする非同期ユーザ速度

表２－３／ＪＴ－Ｘ３０　非同期ユーザ速度

 (CCITT X.30)

ユーザ

サービスクラス

データ

速　度

(bit/s)

速　度

許容偏差

（％）

データ

ビット数

（bit)

ストップ

ビット数

（bit)

RAO/RA1

速　度

(bit/s)

RA1/RA2

速　度

(kbit/s)

50 ±2.5 5 1.5  600 8

75 ±2.5 5,7or8   1,1.5  600 8

or2

110 ±2.5 7 or 8 1 or 2 600 8

150 ±2.5 7 or 8 1 or 2 600 8

200 ±2.5 7 or 8 1 or 2 600 8

1  300* ±2.5 7 or 8 1 or 2 600 8

14

15

16

17

18

 600*

1200*

2400*

4800*

9600*

+1/-2.5

+1/-2.5

+1/-2.5

+1/-2.5

+1/-2.5

7 or 8

7 or 8

7 or 8

7 or 8

7 or 8

1 or 2

1 or 2

1 or 2

1 or 2

1 or 2

600

1200

2400

4800

9600

8

8

8

8

16

（注１）汎用ＴＡは＊印の速度をサポートすべきである。

（注２）データビット数はパリティビットを含む。

2.4.1.3　非同期から同期への変換（ＲＡ０）

　ＲＡ０の機能は非同期Ｖシリーズインタフェース（Ｘ．２０bis）にのみ適用する。入力された非同期

データは２
ｎ　

×６００bit/s で表される最も近い上位のチャネル速度に適合させるために、ストップビッ

トが付加される。従って、３００bit/s のユーザデータ信号速度は同期６００bit/s に変換される。このよ

うにして作られた同期データはＲＡ１に送られる。

2.4.1.4　速度変換部（ＲＡ１及びＲＡ２）

　第２段階において、ＲＡ１はＲＡ０の出力を８kbit/s あるいは１６kbit/s の中間速度に変換する（2.1.1.2

節参照）。

第３段階において、ＲＡ２は中間速度をベアラ速度６４kbit/s に変換する (2.1.1.3 節参照）。

2
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2.4.1.5　ブレーク信号

　端末アダプタは以下のようにブレーク信号を検出し、送信する。

　変換部はＭから２Ｍ＋３ビットのスタート極性を検出すると、２Ｍ＋３ビットのスタート極性を送信す

る。ここで、Ｍはスタートおよびストップビットを含む選択された伝送フォーマットのキャラクタのビッ

ト数である。

　また、変換部が２Ｍ＋３ビット以上のスタート極性を検出した場合には、これらの全てのビットをス

タート極性として送る。

　送信側から受信した２Ｍ＋３ビットあるいはそれ以上のスタート極性は受信側の端末へ送信される。

　端末は次のデータキャラクタを送る前にスタート極性のブレーク信号を送信後回路１０３に少なくとも

２Ｍビットのストップ極性を送出しなければならない。変換部は次のストップ極性からスタート極性への

変化によって再びキャラクタの同期を回復する。

2.4.1.6　オーバースピード／アンダースピード

　接続された端末が公称のキャラクタ伝送速度より遅い速度で送信している場合、端末アダプタはストッ

プビットを挿入する。もし、端末がキャラクタを＋１％以下のオーバースピード（６００bit/s よりも低い

公称伝送速度の場合には＋２．５％以下）で送信している場合、非同期から同期への変換部は必要に応じ

て最大８キャラクタに１回の割合でストップビットを取り除くかも知れない（１％のオーバースピード

時）。受信側の変換部はストップビットが取り除かれていることを検出し、ストップビットを受信データ

（回路１０４) に再挿入する。

　スタートビットとデータの公称の長さはすべてのキャラクタにおいて同じである。ストップビットの長

さは送信側の端末のオーバースピードを許容するために公称速度３００bit/s を越える場合には１２．５％、

また公称速度３００bit/s 以下の場合には２５％受信変換部において短縮されることがある。

2.4.1.7　パリティビット

　ユーザデータに含まれるパリティビットはＲＡ０の機能においてデータビットとして考える。

2.4.2　フロー制御

　この節では非同期のＤＴＥをサポートする端末アダプタで使用するオプションのフロー制御について述

べる。高速のキャラクタ速度を低速のキャラクタ速度に落とすことで、フロー制御により異なったユーザ

データ速度で動作している非同期ＤＴＥ間の接続が可能となる。フロー制御をサポートするには次のよう

なことが必要となる。2.4.2.2 節で規定するエンド・エンド（ＴＡ－ＴＡ）のプロトコル及び選択したロー

カルプロトコルに加えて（ネットワークからの）着信データのためのバッファの機能である。選択した

ローカルフロー制御プロトコルによってはＤＴＥから送信されるキャラクタのバッファ機能が必要となる

かも知れない。このバッファのサイズは実現手段によるので本標準では規定しない。

　端末アダプタ間で設定された通信速度より高速でＤＴＥが動作しているときには、ＤＴＥインタフェー

スのローカルフロー制御が必要となる。エンド・エンドのフロー制御は端末アダプタ間で設定された通信

速度が一方のＤＴＥ（あるいはインタワーク機能）の動作速度と一致し、他方のＤＴＥ（あるいはインタ

ワーク機能）の動作速度より速い場合に必要である。アプリケーションによってはローカルフロー制御と

エンド・エンドフロー制御が必要となる。
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2.4.2.1　ローカルフロー制御（ＴＡとＤＴＥ間）

　各々が異なった速度で動作する非同期のＤＴＥを接続している端末アダプタ間で接続が設定されるかも

知れない。キャラクタ速度を遅い方のＤＴＥの速度に合わせるため、ローカルフロー制御を実行するのは

速い方のＤＴＥを接続している端末アダプタの責任である。この動作のために端末アダプタ内にバッファ

が必要となる。端末アダプタはいくつかのローカルフロー制御プロトコルをサポートするかも知れないが、

同時には１つのローカルフロー制御を選択する。多くのそのようなプロトコルが使用されているが、いく

つかを以下に詳述する。

2.4.2.1.1　１０５／１０６制御

　１０５／１０６制御はアウトバンドのフロー制御の方式であり、Ｖ．２４で規定されている２つの相互

接続回路を使用するものである。ＤＴＥはキャラクタを送出するとき回路１０５（送信要求）をＯＮにす

る。回路１０６（送信可）のＯＮを受けたときのみＤＴＥは通信を始めることができる。キャラクタブ

ロックの送信中、回路１０６がＯＦＦになったら（送信中のキャラクタの送信完了後）回路１０６が再び

ＯＮになるまでＤＴＥは送信を停止する。

2.4.2.1.2　ＸＯＮ／ＸＯＦＦ制御

　この制御はＸＯＮとＸＯＦＦ制御のためのＩＡ５の２つのキャラクタを使用するインバンドのフロー制

御の方式である。もし、ＤＴＥがＸＯＦＦキャラクタを受信した場合には、送信を停止しなければならな

い。ＸＯＮキャラクタを受信したら、送信を再開してもよい。ＸＯＮ、ＸＯＦＦの制御に使用する代表的

なキャラクタは各々ＤＣ１とＤＣ３（勧告Ｔ．５０のビット組み合わせ１／１と１／３）であるが、かわ

りのビット組み合わせも使用することができる。

2.4.2.1.3　その他の方法

　非同期通信のためのその他の非標準のフロー制御方式が使用されるが、これらは端末アダプタフロー制

御プロトコルにマッピングされるだろう。

2.4.2.2　エンド・エンド（ＴＡ－ＴＡ）フロー制御

　ＴＡの伝送速度にＤＴＥのキャラクタ伝送速度を（低下により）合せることは全ての場合において正確

な動作を保証するには十分でなく、エンド・エンドのフロー制御が必要になるかもしれない。

　フロー制御情報を送るためにＸビットを使用する。ＴＡはＤＴＥが送信したキャラクタをバッファに蓄

える。その実現方法にもよるがバッファに蓄えられたキャラクタの数がスレッショルドＴＨ１を越えたと

き、ＴＡは送信フレーム上のＸビットをＯＦＦにセットする。

　ＯＦＦにセットされたＸビットを含むフレームを受信したら、ただちにＴＡは選択したローカルフロー

制御手順によって接続されたＤＴＥにキャラクタ送信の停止を指示する。そしてＤＴＥは送出中のキャラ

クタの送信完了後、送信フレームのデータビットを１にセットしてデータの送信を停止する。

　エンド・エンドのフロー制御を開始したＴＡのバッファ容量がスレッショルドＴＨ２以下になったとき、

ＴＡは送信のＸビットをＯＮに再設定する。

　相手側のＴＡはＯＮにセットされたＸビットのフレームを受信したときデータ伝送を再開し、ローカル

フロー制御手順により接続されたＤＴＥにデータ伝送の続行を指示する。

　（注）エンド・エンドのフロー制御手順の開始と入力してくるキャラクタの受信終了までには遅れがあ

る。この間に到着したキャラクタはバッファリングする必要がある。バッファのサイズはキャラ

クタ速度、ラウンドトリップディレイ、バッファのスレッショルドに依存する。
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2.4.2.3　チャネル容量の使用

　フロー制御をサポートし、異なったユーザ速度および／または中間速度で動作しているＴＡからの呼を

受信したとき、着呼ＴＡは同じ中間速度およびビット反復要素を採用する。これは標準的に選んだパラ

メータを変更するものである。このような場合、高速のＤＴＥを接続しているＴＡはキャラクタ速度を低

速側ＤＴＥの速度に適合させるためにローカルフロー制御手順を実行する。

　このようにして、もし高速のＤＴＥが低速のＤＴＥに発呼すると、高速側の中間速度とビット反復要素

が両方のＴＡで選択される。低速側のＤＴＥがキャラクタを受信できるように速度を落とすために、低速

側のＴＡはエンド・エンドフロー制御を行い、発呼側のＴＡにローカルフロー制御の使用を通知する。低

速のＤＴＥが高速のＤＴＥに発呼した場合、低速側の中間速度とビット反復要素が両方のＴＡで選択され

る。高速側のＤＴＥより伝送されるキャラクタ速度を落とすために、高速側のＴＡはローカルフロー制御

を行う。

　もし、着呼側のＴＡが発呼側のＴＡで使用している中間速度と反復要素を実行できないときは、その呼

を拒否しなければならない。

2.4.2.4　フロー制御をサポートするＴＡに対する要求条件

　フロー制御をサポートするＴＡに対する一般的要求条件を以下に示す。

 (1) 　ＤＴＥインタフェースで使用する非同期速度とは独立な中間速度とビット反復要素で動作できる

機能を備えていなければならない。

 (2) 　着呼に対し要求される中間速度とビット反復要素を認識し適合できなければならない。ユーザ速

度情報はＤチャネル信号から得られる。

 (3) 　キャラクタ速度を相手側のＤＴＥの速度に低減するためにローカルフロー制御手順を実行できな

ければならない。

 (4) 　Ｘビットを使用したエンド・エンド（ＴＡ－ＴＡ）フロー制御をサポートし、キャラクタバッ

ファを持つこと。

2.4.3　レディフォーデータ整合

　ＲＡ１とＲＡ２の速度整合に関する整合機能とレディフォーデータ整合は 2.1.4 節に記述してある。
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付属資料Ａ：ＳＤＬ図

（標準ＪＴ－Ｘ３０に対する）

Ａ.1　概　要

　ＴＡにおける（Ｘ．２１手順とＩＳＤＮ信号手順の）プロトコルマッピングを明確に理解するために形

式記述手法を使用する。この付属資料はＣＣＩＴＴにより勧告（勧告Ｚ．１０１からＺ．１０４）されて

いるＳＤＬ（仕様記述言語）を使用した形式記述を示している。

　この記述は図２－６／ＪＴ－Ｘ３０と図２－７／ＪＴ－Ｘ３０を補足するものである。

Ａ.2　形式記述の注意点

 (1) 　勧告Ｘ．２１（付属資料Ａ）とＸ．２１ＴＡの記述で使用している形式記述手法の基本的な差異

のために、勧告Ｘ．２１に記述されている“状態”からＸ．２１ＴＡに記述されている“状態”に

１対１対応をとることはできない。

　しかし、ＳＤＬはＣＣＩＴＴにより勧告されている方法なので、この言語を使用するのが適当で

あると考えられる。

　勧告Ｘ．２１に対応する状態をＸ．２１ＴＡの記述内にコメントとして示す。

 (2) 　Ｘ．２１ＴＡの通常の呼制御フェーズおよび切断フェーズのみを記述している。タイムアウト等

は含んでいない。

 (3) 　以下の処理はＳＤＬ図では詳細には示されていない。

 (a) 　ＴＡのＲインタフェース側の接続（Ｒインタフェース側でデータはＢチャネル処理部に内部的

にマッピングされる。）

 (b) 　エンド・エンド同期

 (c) 　速度整合およびフレーム／エンベロープの組立／分解処理

 (4) 　ＴＡを記述するために、ＴＡを３つの部分に分割する。それらは同時に動作することができる。

 (a) 　Ｒインタフェース側

 (b) 　Ｓインタフェース側のＤチャネル処理部

 (c) 　Ｓインタフェース側のＢチャネル処理部

　Ｒインタフェース側とＳインタフェース側との間で相互作用する信号（の順序）はＲインタフェース手

順とＳインタフェース手順との実際のマッピングを表している。

　ＳＤＬ図で使用する記号の説明を図Ａ－１／ＪＴ－Ｘ３０に示す。

　Ｘ．２１ＴＡのプロトコル変換を図Ａ－２／ＪＴ－Ｘ３０から図Ａ－６／ＪＴ－Ｘ３０に示す。

参考文献

〔１〕　勧告Ｚ．１０１～Ｚ．１０４機能仕様記述言語（ＳＤＬ）
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　（注）以後の図で用いているＲインタフェース側とＳインタフェース側の２つの処理の記述は２つの処

理を実現することを意味するものではない。

図Ａ－１／ＪＴ－Ｘ３０

(CCITT X.30)

Ｘ．２１ＴＡの信号のためのＳＤＬ図における記号の

使用法（参考文献〔１〕）

Ｄチャネルか

らＴＡへ

Ｎ      状態名

ＴＡから

ＤＴＥへ

判断

タスク

ＴＡから

Ｄチャネルへ

ＤＴＥから

ＴＡへ

ＴＡから

Ｂチャネルへ

Ｂチャネルから

ＴＡへ

ＴＡ内部ＴＡ内部

ＴＡ内部ＴＡ内部

ＴＡ内部信号記号

接続子

一般

Ｎ：状態番号

コメント

Ｒインタフェース側 Ｓインタフェース側

Ｄチャネルへ

コメント

回路  ｒ

回路  i

回路  c

回路  t

Ｒ

ｎ

Ｓ

勧告Ｘ．２１での

対応する状態番号

Ｄチャネルから

Ｂチャネルへ

Ｂチャネルから

Ｒインタフェース信号を

Ｓインタフェース信号へマッピング

Ｓインタフェース信号を

Ｒインタフェース信号へマッピング

×



- 43 - ＪＴ－Ｘ３０

（注１）この図では手動応答端末は考慮していない。

（注２）この状態にある間に内部の着呼信号を受けた場合、Ｒインタフェース側で無視されるべきである。

（注３）Ｘ．２１の拡張アドレス手順は継続検討課題である。

図Ａ－２／ＪＴ－Ｘ３０（１／２）　Ｘ．２１ＴＡのＲインタフェース側；呼制御フェーズ

(CCITT X.30 (sheet 1 of 2))

発呼要求

着  呼

着呼受付

ＤＣＥ待ち

着呼受付

R4  着呼受付待ち

着  呼

t=0

c=ON
Ｓ側(D)から

１

２

３

Ⅲ

r=+

i=OFF

r=BEL

i=OFF

t=IA5

c=ON
注２

No

t=+

c=ON
t=1

c=ON
Ｓ側(D) へ

r=SYN

i=OFF

r=SYN

i=OFF

Ｓ側(D)へ
t=0

c=ON

t=1

c=ON

 ⅡⅠ

注３

Ⅲ

R1    Ｒ側レディ

選択信号

送出可

発呼要求

発呼要求

R2    選択開始

選択信号

選択信号終了
IA5="+"

R3    ＤＴＥ待ち

注１

ＤＴＥ待ち

ＤＣＥ待ち

８

４

５

６Ａ

９

 ６B
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　（注１）この状態にある間に内部の着呼信号を受けた場合、Ｒインタフェース側で無視されるべきであ

る。

　（注２）Ｘ．２１の拡張アドレス手順は継続検討課題である。

　（注３）ＤＣＥ待ち状態（６Ａまたは６Ｂ；勧告Ｘ．２１の図Ａ－２／Ｘ．２１参照）はバイパスして

もよい。

　（注４）Ｘ．２１の制御可ノットレディおよび制御不可ノットレディ状態はこの図では示していない。

しかし、これらの状態中にＳインタフェース側より内部の着呼信号を受信した場合は、Ｒインタ

フェース側はＳインタフェース側に対して適当な理由を持った内部の復旧要求で応答する。

図Ａ－２／ＪＴ－Ｘ３０（２／２）　Ｘ．２１ＴＡのＲインタフェース側；呼制御フェーズ

(CCITT X.30 (sheet 2 of 2))

 R5A 　呼接続待ち

注１

呼接続

コールプログレ
ス信号／ＤＣＥ

   提供情報

接続動作中

 R7A 　接続完了

エンド・エン

    ド同期

 R6A 　同期待ち

 R5B 　呼接続待ち

注２

呼接続

ＤＣＥ提供

情  報

接続動作中

 R7B 　接続完了

エンド・エン

    ド同期

 R6B 　同期待ち

ⅡⅠ

Ｓ側(D)からＳ側(D)から

r=IA5

i=OFF

r=IA5

i=OFF 注３注３

r=1

i=OFF

r=1

i=OFF

Ｓ側(B) から Ｓ側(B)から

７／１０

１１ １１

１０
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　（注）６４kbit/s の場合、（０，ＯＦＦ）信号はＢチャネル上では決められない。

図Ａ－３／ＪＴ－Ｘ３０　Ｘ．２１ＴＡのＲインタフェース側；復旧フェーズ

(CCITT X.30)

Rx  任意のＲ状態
     (R1 を除く)

ＤＴＥ

復旧要求

ＤＣＥ

復旧確認

０，ＯＦＦ

R10  Ｓ側復旧確認
      待ち

   復旧確認

   指示

R14 ＤＴＥﾚﾃﾞｨ待ち

復旧要求

ＤＣＥレディ

ＤＴＥレディ

R1  Ｒ側レディ

R12 ＤＴＥ復旧待ち

０，ＯＦＦ

ＤＣＥ

切断指示

 R13 Ｓ側復旧確認
      指示待ち

Ｓ側(D)から Ｓ側(B)から
（注参照）

t=0

c=OFF

r=0

i=OFF

r=0
i=OFFr=0

i=OFF

Ｓ側(B)へ

切断指示

   ＤＣＥ

切断指示

R11 ＤＴＥ切断
     確認待ち

   ＤＴＥ

切断確認

ＤＴＥ

切断確認Ｓ側(D) へ

Ｓ側(D)へ

t=0
c=OFF

復旧要求
t=0

Ｓ側(D) から

Ｓ側(D)から
   復旧確認

   指示

r=1

i=OFF

t=1

c=OFF

１６

１７

１９
１９

２０

２０

２１

１
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　（注）ポイント・マルチポイント構成の場合、呼が割当てられない端末は切断メッセージを受信する。

図Ａ－４／ＪＴ－Ｘ３０

(CCITT X.30)

Ｘ．２１ＴＡのＳインタフェース側；

Ｄチャネル処理部の呼制御フェーズ

Ｄﾁｬﾈﾙへ

発呼要求

切  断

D4   解放待ち

解  放

解放完了

D 呼設定確認待ち

呼設定受付

Ｂチャネル

割当て

D6    接続待ち

応  答

呼接続

D7    通信中

発呼要求

呼設定

（発呼）

Ｄチャネルから Ｒ側から

D1   D ﾁｬﾈﾙﾚﾃﾞｨ

呼設定

（着呼）

着  呼

D2 Ｒ側呼受付待ち

着呼受付

応  答

D3 接続確認待ち

        注

応答確認

Ｂチャネル

割当て

Ｒ側へ

Ｒ側より

Ｒ側から

Ｄﾁｬﾈﾙへ

Ｄﾁｬﾈﾙへ

Ｄﾁｬﾈﾙへ

Ｄﾁｬﾈﾙから

Ｄﾁｬﾈﾙから

Ｄﾁｬﾈﾙから

Ｄﾁｬﾈﾙから

Ｓ側(B)へ

Ｒ側へ

Ｒ側へ

呼接続

Ｓ側(B)へ

Ｄ１状態と異なる状態で呼設定（着呼）をＳ側が受けた場合

切断（ビジー）がＤチャネル上で送られる
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図Ａ－５／ＪＴ－Ｘ３０

(CCITT X.30)

Ｘ．２１ＴＡのＳインタフェース側；

Ｄチャネル処理部の切断フェーズ

 Dx   任意のＤ状態
 (D1 を除く)

復旧要求

切  断

D8    解放待ち

解  放

復旧確認

指示

Ｂチャネル

解放

解放完了

D1    Ｄﾁｬﾈﾙﾚﾃﾞｨ

切  断

解  放

切断指示

D9  解放完了待ち

Ｂチャネル

解放

解放完了

Ｄチャネルから

Ｄチャネルから

Ｄチャネルへ

Ｄチャネルへ

Ｒ側へ

Ｓ側(B)から

Ｒ側へ

Ｓ側(B)へ

Ｒ側から

Ｄチャネルへ

Ｄチャネルから
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　（注１）ユーザクラス３から７に対してのみ必要

　（注２）2.1.4 節および 2.2.4 節、2.3.4 節を参照

図Ａ－６／ＪＴ－Ｘ３０　Ｘ．２１ＴＡのＳインタフェース側；Ｂチャネル処理部

(CCITT X.30)

 B2a データ送信

データ

B1a  Ｂﾁｬﾈﾙﾚﾃﾞｨ

Ｂチャネル

割当て

データ データ

エンド・エ

ンド同  期

同期確立
？

Ｂチャネル

解放

 B2b データ受信

データ
Ｂチャネル

解放
ＢチャネルからＲ側から

Ｓ側(D) から

B1b Ｂﾁｬﾈﾙﾚﾃﾞｨ 速度整合 （注１）

（注１）

（注２）

Ｂチャネル

割当て

１， ＯＦＦ

 生成

Ｓ側(D)から

No

Yes

Ｒ側へ

Ｒ側へ

速度整合

Ｂチャネルへ

 B2a  データ送信  B2b データ受信
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付録Ｉ：汎用ＴＡ

（標準ＪＴ－Ｘ３０に対する）

　主管庁によっては６００bit/s から６４kbit/s の全ユーザ速度に対応する汎用ＴＡを提供するかもしれな

い。この場合、着呼側ＴＡは発呼側ＴＡのユーザ速度に適合する。

Ｉ.1　ユーザ速度識別

Ｉ.1.1　４８kbit/s の速度でのユーザ速度識別

　６４kbit/s のビットストリームから受信した連続するオクテットのビット番号１のビットパターン．．．

１０１１１０１１．．．を検出する。

　検出できた場合は、ユーザ速度は４８kbit/s である。

Ｉ.1.2　中間速度の識別

　付録ⅡのⅡ.1 節を参照。

Ｉ.1.3　４８kbit/s 未満の速度でのユーザ速度識別

　付録ⅡのⅡ.3 節を参照。

Ｉ.1.4　６４kbit/s の速度でのユーザ速度識別

　汎用ＴＡによる６４kbit/s 非構造パスの検出手順は継続検討課題である。しかし６４kbit/s のみをサポー

トするＴＡの場合は、そのような手段は不必要であると考えられる。

　（注１）動作Ⅰ.1.1 及びⅠ.1.2、Ⅰ.1.3 は並行して実行してもよい。

　（注２）ユーザ速度検出が不成功となった場合の取るべき手段は継続検討課題である。

Ｉ.2　フレーム同期の検出

　中間速度の復元の後、４８kbit/s 未満のユーザ速度でのフレーム同期確立の検出は以下の方法を使用す

る。

　以下の１７ビットの同期パターンを探す。

0 0 0 0 0 0 0 0

1XXXXXXX

1XXXXXXX

1XXXXXXX

1XXXXXXX

1XXXXXXX

1XXXXXXX

1XXXXXXX

1XXXXXXX

1XXXXXXX

　上記で定義されているビット位置において誤りは許されない。

（注　 "Ｘ" は同期確立の目的に対しては意味を持たないビット位置であることを示す。)

　信頼できる同期を保証するために、連続するフレームの中に少なくとも２回の１７ビット同期パターン

を検出することを提案する。

　Ｘ．１ユーザサービスクラス３（６００bit/s ）の場合、さらにビット位置Ｅ７に含まれるマルチフレー

ム同期パターンの検出を行う。
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Ｉ.3　同期外れ／回復

同期外れは各フレームで少なくとも１つの同期ビットエラーを持つ連続した３個のフレームを検出した

後と考える。

同期の監視は最初の同期確立の検出と同じ手順を使用した連続的な処理でなければならない。

同期外れの後、ＴＡは回復待ち状態に入らなければならない。

　もし一定の時間内に同期の回復が行われないならば、ＴＡは（ｒ＝０，ｉ＝ＯＦＦ）を送出しＤＣＥ

ノットレディを表示しなければならない。この時間は網に依存している（勧告Ｘ．２１の 2.6.2 節参照）。

同期の回復ができない場合、さらに保守手順を使用してもよい。

　（注１）呼の途中でのユーザ速度の変更については継続検討課題である。特に、勧告Ｘ．２１には現在

含まれていないためである。

　（注２）汎用ＴＡの動作手順は勧告Ｘ．２１への変更なしに実現することはできないと考えられる。

Ｉ.4　レディフォーデータ整合

　着呼側ＴＡは発呼側ＤＴＥのユーザ速度を確認するまで、オール０を送出する（図Ⅰ－１／ＪＴ－Ｘ３

０参照）。このように、ハンドシェイク手順が実行され、その間発呼側ＴＡは接続を待つ。発呼側ＴＡが

接続を完了した後、両方のＸ．２１端末はレディフォーデータ状態に入る。
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　（注１）ＴＡはフレーム同期を検出し、ＤＣＥ提供情報の送出を完了した後、接続を行わなければなら

ない。

　（注２）レディフォーデータ整合を実行するために必要な条件のみを示す。

図Ⅰ－１／ＪＴ－Ｘ３０

(CCITT X.30)

６４kbit/s 未満の速度でレディフォーデータ整合を

実行するための汎用ＴＡの動作

ＴＡＴＡ

注１

発呼側 着呼側

Ｂチャネル

呼設定受付

(B ﾁｬﾈﾙ割当てを含む）(1,ON)

(1,ON)

(1,OFF)

(1,OFF)

(1,OFF)

(1,ON)

(1,ON)

Ｄﾁｬﾈﾙﾒｯｾｰｼﾞ

応答確認応答

注１

オール０

フレーム同期検出

フレーム同期検出

Ｄチャネルメッセージ

Ｂチャネルメッセージ

双方向接続
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付録Ⅱ：中間ビット速度のインスロット識別

 （標準ＪＴ－Ｘ３０に対する）

Ⅱ.1　中間速度の識別

　中間速度（８または１６kbit/s）は６４kbit/s のオクテットのビット番号１のビットシーケンスおよび

ビット番号２のビットシーケンスの監視により識別される。

　ビット番号１のビットシーケンスが８から１５の連続する０ビット列を含んでおり、かつ、ビット番号

２のビットシーケンスが０ビットを含んでいない場合、中間速度は８kbit/s である。ビット番号１および

ビット番号２のビットシーケンスが長さ４以上の連続する０ビット列を含んでいる時、中間速度は１６

kbit/s である。

　６４kbit/s のオクテットのビット番号３からビット番号８は中間速度に関係なくビット「１」からのみ

構成されなければならない。

Ⅱ.2　中間速度の復元

　１６kbit/s の中間速度は各６４kbit/s のオクテットのビット番号１およびビット番号２のビットを１６

kbit/s 中間速度の連続する２ビットに対応付けることにより復元できる。

　８kbit/s 中間速度は各６４kbit/s のオクテットの最初のビットを８kbit/s 速度の１ビットに対応付けるこ

とにより復元できる。

Ⅱ.3　ユーザ速度識別

　中間速度１６kbit/s に対応するユーザ速度は９．６kbit/s である。

　中間速度８kbit/s に対応するユーザ速度はコーディングされたＥビットパターンにより識別される

（2.1.1.2.4 節参照）。
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付録Ⅲ：ＴＡのテストループ

 （標準ＪＴ－Ｘ３０に対する）

Ⅲ．ＴＡのテストループ

　Ｘ．３０ＴＡの保守の概念は、ＩＳＤＮ加入者アクセスと装置保守に関する勧告Ｉ．６００シリーズお

よび標準ＪＴ－Ｉ４３０に規定しているＩＳＤＮ加入者アクセスと加入者装置保守の概念に従わなければ

ならない。テストループはこれらの勧告／標準に示されている。

　ＩＳＤＮ通信のアーキテクチャは、ネットワークサービスアクセスポイント（ＮＳＡＰ）相互間のベア

ラ接続上での保守情報の通信を可能とする。従って、プロトコルの伝送のために、ＢチャネルまたはＤ

チャネル上でベアラサービスが用いられる。

　保守エンティティはＯＳＩアプリケーションレイヤプロトコルを用いて、実行管理、障害管理、構成お

よび名称管理に関する情報の通信を選択することができる。ＴＡがこれらの管理能力に対して提供すべき

詳細は継続検討課題である。

　以下の考えが適用されなければならない。

Ⅲ.1　テストループの参照構成

図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｘ３０はＴＡ内のテストループの位置を示している。

図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｘ３０　テストループの位置

(CCITT X.30)

　ループ４はＳ／Ｔ参照点の近くに位置しなければならない。ループ５はＲ参照点の近くに位置しなけれ

ばならない。ループＡはＳ／Ｔ参照点の近くに位置しなければならない。

Ⅲ.2　テストループの特徴

　ループ４、５及びＡの特徴は標準ＪＴ－Ｉ４３０と勧告Ｉ．６００シリーズに規定されている。

TA X.30

TE2 NT

Ｒ S/T4Ａ5
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Ⅲ.3　テストループ起動／停止のメカニズム

 (1) 　テストループ４

　ＴＡの網側から制御されているテストループ４は、制御ポイントからＴＡへの接続が設定された

後、Ｄチャネル上のレイヤ３メッセージかまたは選択されたＢチャネル上のレイヤ１メッセージを

介して起動される。折り返すべきＢチャネルの選択は呼設定手順の一部である。

ループが設定されると以下の状態がＲ参照点に適用されなければならない。

 (a) 　Ｘ．２１インタフェースの場合、ＤＴＥに対しＤＣＥ制御可ノットレディ（ｒ＝０／１・・・，

ｉ＝ＯＦＦ）を適用しなければならない。

 (b) 　Ｘ．２１ｂｉｓインタフェースの場合、ＤＴＥに対し

－回路１０４をバイナリ１の状態にする。

－回路１０６，１０７，１０９，及び１２５をＯＦＦの状態にする。

－回路１４２をＯＮの状態にする。

－タイミング情報を回路１１４，及び１１５に送出する。

 (2) 　テストループ５

　テストループ５の起動／停止に対しては (1)の規定を適用する。ループ５はＲ参照点に近いので、

ループポイントは回路的にＲインタフェース内にあり、Ｂチャネル内にはない。速度整合のメカニ

ズムのため、ＴＡが受信したビットストリームの構造と折り返されＢチャネル上に送り返された

ビットストリームの構造とはＳ／Ｔ参照点で一致していないかも知れない。しかし、ループポイン

トでは入りと（折り返された）出のビットストリームは一致する。

　ループが設定されている間は、ループ２ｂに対してＸ．２１で定義された状態が適用されなけれ

ばならない。

 (3) 　テストループＡ

　テストループＡは勧告Ｘ．２１／Ｘ．２１ｂｉｓに規定されている手順によって起動／停止され

る。

　（注１）特定のＢチャネルの選択は勧告Ｘ．２１／Ｘ．２１ｂｉｓで規定されていないので、テスト

ループＡ内のＢチャネル選択については、もし要求があるならば、継続検討課題である。

　（注２）以上の３つのテストループの起動／停止はオプションとしてマニュアル操作によっても可能で

ある。

Ⅲ.4　起動／停止制御メッセージのコーディング

 (1) 　ＢチャネルまたはＤチャネルのアプリケーションレイヤプロトコルを介したループ４制御は継続

検討課題である。

 (2) 　Ｂチャネルのレイヤ１メッセージを介したループ４制御は継続検討課題である。

 (3) 　ＢチャネルまたはＤチャネルのアプリケーションレイヤプロトコルを介したループ５制御は継続

検討課題である。

 (4) 　Ｂチャネルのレイヤ１メッセージを介したループ５制御はＸ．２１／Ｘ．２１ｂｉｓに従う。

 (5) 　ループＡ制御はＸ．２１／Ｘ．２１ｂｉｓに従う。

（注）２つのシステム管理アプリケーションプロセス（ＳＭＡＰ）間の通信に関するプロトコルと手順

については継続検討課題である。
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＜参考＞

１．補遺作成に至った経緯

　この補遺は、標準ＪＴ－Ｘ３０に従って具体的にＩＳＤＮによるＸ．２１、Ｘ．２１ｂｉｓ及びＸ．２

０ｂｉｓデータ端末装置を収容するための端末アダプタを設計する場合に、本文に記述されている内容を

助ける目的で作成されたものである。

２．規定範囲

　本補遺は標準ＪＴ－Ｘ３０の内容に対して記述されたものである。

３．改版等の履歴

改版 対応するＴＴＣ標準

内容 番　号 名　　　称 発行年度 版数

第１版 平成２年

　２月　８日

制定 JT-X30 ＩＳＤＮによるＸ．２１、

Ｘ．２１ｂｉｓ及びＸ．２０

ｂｉｓデータ端末装置のサ

ポートとインタフェース仕

様

１９８９ 1*

　＊本補遺は現在改版作業中のＪＴ－Ｘ３０第２版にも対応している。

４．その他

参照とする主な勧告、標準等

ＴＴＣ標準　　：ＪＴ－Ｉ４３０、ＪＴ－Ｑ９２１、ＪＴ－Ｑ９３１、

ＪＴ－Ｉ４６０、ＪＴ－Ｖ１１０

ＣＣＩＴＴ勧告：Ｘ．２０ｂｉｓ、Ｘ．２１、Ｘ．２１ｂｉｓ、

Ｘ．１、Ｘ．２４、Ｖ．１４、Ｖ．２４

版　数 制　定　日
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１．まえがき

　この補遺は、標準ＪＴ－Ｘ３０に従って具体的にＩＳＤＮによるＸ．２１、Ｘ．２１ｂｉｓ及びＸ．２

０ｂｉｓデータ端末装置を収容するための端末アダプタを設計する場合に、本文に記述されている内容を

助ける目的で作成されたものである。

　上記の目的に基づいて、本補遺では特にインプリメント及び相互通信性の確保に必要な注意事項を中心

に、ＱＵＥＳＴＩＯＮＳ　＆　ＡＮＳＷＥＲＳの形式で記述し、標準の内容に対して助言を与えている。

　今後、疑問や問題が更に生じた場合は適宜ＱＵＥＳＴＩＯＮＳ　＆　ＡＮＳＷＥＲＳ等を追加し、標準

ＪＴ－Ｘ３０補遺の内容の充実を図っていく予定である。
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２．ＱＵＥＳＴＩＯＮＳ　＆　ＡＮＳＷＥＲＳ

2.1　４８kbit/s でのビットＸの使用法について

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｘ３０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号　　　　　１

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ４８kbit/s でのビットＸの使用法について

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　　Ｘ．１ユーザ速度４８kbit/s に対して

　『国際接続の時にはビットＸは１に設定する。国内網ではこのビットを別の目的で使用してもよい。』

と述べられていますが、

　 (1) 　国際接続の時になぜビットＸを１に設定する必要があるのでしょうか。

　 (2) 　国内網でのビットＸの使い方が異なる端末間の相互接続に問題はないのでしょうか。

参照文献名　ＪＴ－Ｘ３０ 参照箇所　ＪＴ－Ｘ３０　2.2.1 節

参照文献名　ＪＴ－Ｘ３０ 参照箇所　ＪＴ－Ｘ３０　2.2.1 節

ＡＮＳＷＥＲ　内容

 (1)　Ｘ．１ユーザ速度４８kbit/s に対して、国際接続の時にはビットＸは１に設定する必要があります。

その背景として以下の２点が考えられます。

 (a)　制限ディジタル網では“０”の８連続に対して網はトランスペアレンシーを保証しません。そ

のため、フレームパターン１０１１とＸ＝１により１オクテットに少なとも１ビットは必ず１が

挿入されることを保証できます。

 (b)　５６kbit/s ディジタル網とインタワークする場合はＶ．１１０速度整合によりオクテット８が１

固定になるため、ビットＸは必然的に１になります。

 (2)　Ｘ．１ユーザ速度４８kbit/s に対しての国内におけるビットＸの使用法には①ビットＸは１に設定

する、②ビットＸを別の目的で使用するという２つの選択肢がありますが、②を選択した端末は①

を選択した端末との相互接続において以下の注意が必要です。

②を選択した端末は通常はビットＸを別の目的で使用していますが、受信したビットＸが１に設

定されている時も接続を許容する必要があります。
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2.2　同期ユーザ速度での E１E２E３ビットの送出と識別について

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｘ３０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号　　　　　２

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 同期ユーザ速度での E１E２E３ビットの送出と識別について

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　同期ユーザ速度で中間速度と E１E２E３ビットによってユーザ速度の識別を行うことが必要となる場合

はどういう時でしょうか。また E１E２E３ビットによる同期ユーザ速度の送出は必要でしょうか。

参照文献名　ＪＴ－Ｘ３０ 参照箇所　ＪＴ－Ｘ３０　2.1.1.2.4 節

参照文献名　ＪＴ－Ｘ３０ 参照箇所　ＪＴ－Ｘ３０　2.1.1.2.4 節

ＡＮＳＷＥＲ　内容

2.1.1.2.4 節の注４に記述されているように、通常、同期ユーザ速度は低位レイヤ整合性情報要素から識

別します。なおＩＳＤＮ網を経由しない場合などで低位レイヤ整合性情報が受信できない時などは、標準

ＪＴ－Ｉ４６０及び、付録Ⅱ（標準ＪＴ－Ｘ３０）に述べられている方法で識別できる中間速度と、

E１E２E３ビットを使用して同期ユーザ速度を決定することがオプションとしてできます。

このように相手端末が同期ユーザ速度の決定に E１E２E３ビットを使用する場合がありますので、

E１E２E３ビットを判別に使用しない端末でも、同期ユーザ速度の情報を E１E２E３ビットによって送出するこ

とが必要です。


	　　



